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平成３０年度第１回袖ケ浦市公民館運営審議会 

 

１ 開催日時  平成３０年５月１７日（木） 午後３時開会 

 

２ 開催場所  市民会館 ２階 研修室 

 

３ 出席委員 

委員長 稲毛 博夫 委 員 田中 輝博 

副委員長 長崎 容子 委 員 齋藤 隆彦 

副委員長 大野 俊江 委 員 関 とし江 

委 員 小川 幸男 委 員 根里 惠美子 

委 員 尾高 幹男 委 員 片寄 礼子 

 

 （欠席委員） 

委 員 早川 敦 委 員 石井 智子 

 

４ 出席職員 

教育部長 石井 俊一 長浦公民館館長 石橋 健彦 

教育部参事 小阪 潤一郎 長浦公民館副館長 花澤 吉敬 

市民会館館長 溝口 輝 根形公民館館長 平賀 栄三郎 

市民会館主幹 大野 正彦 根形公民館副館長 濱崎 雅仁 

平川公民館館長 小堀 正雄 平岡公民館館長 在原 徹 

平川公民館副館長 佐久間ゆかり 平岡公民館副館長 多田 智子 

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 報 告 

（１）平成２９年度市民会館・公民館の事業実施結果について 

 

７ 議 題 

（１）平成３０年度市民会館・公民館事業の事業計画について 

（２）平成３０年度公民館運営審議会の年間計画について 

（３）その他 

 
８ 議 事 
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稲毛委員長 

報告１、平成２９年度市民会館・公民館の事業実施結果について、事務局より

説明をお願いします。 

 

事務局 

（資料に基づき、溝口市民会館館長、佐久間平川公民館副館長、花澤長浦公民館

副館長、濱崎根形公民館副館長、多田平岡公民館副館長が説明。） 

 

稲毛委員長 

平成２９年度市民会館・公民館の事業実施結果について、委員の皆様のご意見

等があればお受けします。 

 

田中委員 

それぞれの館の総括において、市民のニーズに応じた公民館づくりの記載が

根形公民館と長浦公民館にはあるが他の館はありませんが。 

 

溝口市民会館館長 

記載のない館もありますが、市民のニーズに応じた公民館づくりということ

で、利用者懇談会でありますとか、アンケート等について各館で実施しています。 

 

田中委員 

根形公民館に記載のあるように、アンケートや利用者懇談会というものは各

館共通で実施しているのですか。 

 

溝口市民会館館長 

そのとおりです。 

 

田中委員 

アンケートや利用者懇談会において、どのような結果が出たのですか。 

 

濱崎根形公民館副館長 

各講座でアンケートを実施しています。満足度でありますとかニーズなどを

把握し、講座生や社会教育推進員などと共有し、次の講座などに反映しています。

利用者懇談会は年度末に実施していますが、主に施設に対する要望をいただい

ています。 

アンケート結果については、多様で数も多い講座ごとに実施していて全体を

まとめたものはありません。どのような形で提供できるのか今後の課題とさせ

ていただきたいと思います。 
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田中委員 

アンケートについて、講座生や社会教育推進員に提供しているということな

ので、公民館を運営していくうえで必要と思われるので提供してもらいたい。 

 

溝口市民会館館長 

アンケートについては、事業ごとに行っていて各館でもまとまっていません。

資料としても量の多い資料になってしまうと思いますので、まとめ方などにつ

いて考えさせていただきたい。 

 

田中委員 

事業に対するアンケートすべてでは無く、公民館の運営にかかわるような大

きなくくりでの市民のニーズが何なのかがうかがえる内容があればそれを汲み

取って提供していただきたい。 

 

溝口市民会館館長 

地域の課題であるとか、社会的課題であるとかのような大きなくくりでのニ

ーズに対するアンケートは取っていません。 

 

大野副委員長 

それを把握するために、各事業のアンケートに項目を増やすというのはどう

でしょうか。 

 

田中委員 

審議会委員のなかで、どのような項目にするかを決めて、それを各事業のアン

ケートに加えてもらうようにしますかね。 

 

稲毛委員長 

それでは、審議委員の方でまとめたものを公民館の方で対応していただくと。

そのような形でよろしいですか。 

 

溝口市民会館館長 

了解いたしました。 

 

長崎副委員長 

市民会館の、花咲け！女性シェフ応援事業の、主旨、方向性を今一度お聞きし

たい。 
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溝口市民会館館長 

花咲け！女性シェフ応援事業ですが、袖ケ浦市のまち・ひと・しごと総合戦略

事業に位置付けられた事業で、昨年度が２年目となっています。市民会館のレス

トランが今空いておりますのでそこの活性化を図るために女性起業家シェフを

育てて市民会館のレストランをうまく使っていくというのが発端です。１年目

の２８年度は視察を２回とコーヒー講座を２回実施しています。昨年度は、いろ

いろ考えましたが、人の張り付きの少ないところで人を呼ぶということが非常

に難しいのかなということで、なかなか考えが発展できませんで、視察に行った

のは埼玉県蕨市で日本一小さな市域で人口７万人という非常にコンパクトな街

です。駅前にある平屋建てスペースにチャレンジレストランということで日替

わりのシェフであるとか週替わりのシェフを使って、空洞化しつつある商店街

を活性化させようという動きがあるということで、視察をさせていただきまし

た。ただそこはほんとに駅前で歩いて５分の一等地で人の流れも常にあると、ち

ょっとこちらの市民会館とは立地条件があまりにも違いすぎるのとですね、人

に来てもらうには人の流れが重要であると、そもそも人の流れがないところに

はなかなか難しいのかなということで、今先が見えない状況で、混沌としている

というのが正直なところです。 

 

片寄委員 

関連でお聞きします。１年目の時に市民で組織する実行委員会による意見聴

取というのをやられていたと思うのですが、この実行委員会は今もあるのでし

ょうか。 

 

溝口市民会館館長 

実行委員会はですね、２８年度に立ち上げて、そこで一旦終了となっています。

継続という形ではございません。 

 

片寄委員 

２９年度は実行委員会を開いて協議をしたということではないのですね。そ

れで視察に１回行かれていますが予算的に３千円で大丈夫でしたか。 

 

溝口市民会館館長 

蕨市までの旅費だけですので足りています。 

 

長崎副委員長 

長浦公民館にお聞きします。自分の地域は自分で作る！地域づくり事業でイ

ンドア・ローン・ボウルズを３回行っていますね。主旨といいますか目的として

サークル化をしたいのか地域住民の主体性を狙ったものなのかお聞きしたい。 
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花澤長浦公民館副館長 

この事業につきまして、自分の地域は自分で作ると、なんとか地域のつながり

をつくる継続的な場を作りたいということで、インドア・ローン・ボウルズを通

じて地域に根ざしたものを作りたいという狙いもありますし、地域を考えるよ

うな街づくりの拠点となるようなものの足掛かり的なものになってくれればと

いうところです。 

 

長崎副委員長 

内容的に、男性が多いとか女性が多いとか、年齢的に５０、６０代が多いとか

内訳はわかりますか。 

 

花澤長浦公民館副館長 

内訳は手持ちにありませんが、レク協会には男性も女性もいますが、５０代だ

と仕事を持っている中では難しいので、時間に余裕のある方が中心になってや

っていただいている。そういった中から中間世代というか仕事を持ちながらの

なかからどういう形で交流を図れるかが今後の課題になってくると思います。 

 

長崎副委員長 

公民館事業で、いかに男性を引き込むかというのが、一つの課題になっていま

すし、団塊の世代、６０代以上の方が増えてきていますので、そういう方の考慮

というか施策を考えてもらいたい。そういう人のためにも企画を考えたうえで

の事業や企画内容であることを期待します。 

それから、長浦さわやかスクールのシニアクラブ以外の一般の方３０人を募

集していますが、一般の方の状況を教えてください。 

 

花澤長浦公民館副館長 

今年度の状況は、昨日第１回を開催しておりまして、全体が名簿ベースで２０

０名。その中で、一般の応募の方は２０名でした。 

 

長崎副委員長 

広報を見ますと、高齢者教室の申込方法としては、往復はがき、電話又は窓口

と各館ばらつきがあるのですが、高齢者に往復はがきで応募というのも、もっと

気安く窓口なり電話なりで、応募申込みができたほうが、もっと気楽に申し込め

るような、そういった簡素化というのは、どうなのですか。長浦公民館だけが往

復はがきなのですね。 

 

花澤長浦公民館副館長 
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往復はがきにつきましては、おっしゃられるとおり手間もお金もかかります。

その中でなぜ往復はがきを使うのかということですけど、長浦は対象者が多ご

ざいます。その中で、確実に自分で書いて意思表示をしていただいて、こちらか

らもそれを利用させていただいて、１回目の案内をさせていただいています。２

回目以降はハガキでこちらからお知らせしています。１回目についてはお手間

を取らせてしまうのですが、確実に連絡を取りたいということもあり、あえて往

復はがきという方法を継続させていただいています。 

 

長崎副委員長 

単発講座で太極拳入門講座がありますが、その単発講座というのは、いままで

公民館を利用したことのないような人にＰＲになると思うのですね。魅力のあ

る講座でもって男の方を引き寄せる、先ほどから言っていますが公民館の課題

である、男性をいかに公民館に引き寄せるか、そして団塊の世代を引き寄せるか

ということでは、単発講座はいい商品だと思います。魅力のある単発講座を考え

て、男性を引き寄せるような講座をぜひ作っていただきたいと思います。 

 

小川委員 

目標の２番の市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援ということで各公民

館地域連携推進事業を実施していると思いますが、根形公民館の地域で取り組

む高齢者講座、これは、２回で１４２人と他館に比べると大人数が集まっていま

すが、この理由は何だったのか。ニーズだったのか、ターゲットだったのか、コ

マーシャルだったのか、他にもあるのか。他館は参加人数をどう増やすか課題が

あると思うので、そのへんのヒントになると思いますのでお聞きします。 

 

濱崎根形公民館副館長 

１回目で高齢者支援課が実施した袖ケ浦いきいき百歳体操根形地区交流大会

をあてているためです。 

 

小川委員 

ほかのところとタイアップしてというか利用して、増やしていくというのも、

一つの手だと思いますので、ぜひそういう方向で、新たな開拓といいますか、方

策、工夫などを検討願えればと思います。 

 

根里委員 

今出ました市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援ということで、根形公

民館のいろいろ絵画にしても陶芸にしても、次につなげていくものをどんどん

どんどん行っていると思いますが、その中で陶芸は公民館開設当時からクラブ

やサークル、個人の熱意、創作意欲というのがどんどん発展していって、プラス
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公民館の支援があって、集団の生涯学習というかサークルとしての生涯学習に

つながっていると思います。そういう支援を目標のとおりに一人ひとりの生涯

を通じた学習の支援を根形公民館の陶芸サークルについては実践していると思

います。これからも、もっと伸びるように、サークル会員の生きがいになるよう

に、応援よろしくお願いしたいと思います。根形公民館事業の総括に、意気込み

としていろいろなサークルに対して、今後もさらなる飛躍が図れるよう企画・運

営を目指しています。という文章があるのですけど、これには感激して、根形公

民館の意気込みが伝わってきて、これがそのサークルの公民館まつりのテント

村になるまでの成功例になっていったと思うのです。支持的な運営でテント村

ができるまでになったのですから、サークル活動の支援としての成功例だと思

いますので、根形公民館の誇りと思って良いと思います。さらにこういう例が何

件も、いろいろなサークルがこういう風に伸びていくように支援をよろしくお

願いしたいと思います。 

 

尾高委員 

長浦公民館にお聞きします。長浦ジュニアお琴・尺八教室がありますが、これ

の成人向けの教室を計画しているかお伺いします。 

 

石橋長浦公民館館長 

ジュニアと名前はうってありますが、参加者の中に、親子でやりたいというこ

とで、大人でも良いですかという問い合わせもあり、受け入れているところです。

尺八に大人が４人、お琴に１人保護者がいます。あわせて５人成人の方がいます。 

 

片寄委員 

関連でお聞きします。今の長浦ジュニアお琴・尺八教室なのですが前年度も今

年度も予算的な措置が０円なのですが、回数も１５回・１４回と企画してありま

すが、０円で大丈夫なのですか。講師に対する謝礼は。 

 

石橋長浦公民館館長 

琴の爪などの消耗品は、個人負担です。講師に対する謝礼は出ていません。 

 

大野副委員長 

根形公民館の地域家庭教育学級ですが、事業費が０円なっていますが、実施報

告を見ますといろいろな講師を呼んでいるのですが、これがすべて無料で来て

いただける講師なのか、そうであるならばぜひまたお願いしたいなと思います

のでお聞きします。 

 

濱崎根形公民館副館長 
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根形公民館ですが小学校１校、中学校１校で保護者もクラスも少ない中でや

っていますので、小中が一緒に事業を実施しています。中学校家庭教育学級は市

が中学校ＰＴＡに委託料を払って、ＰＴＡの会計で講師を呼んでいます。小学校

も同じようにＰＴＡの会計で講師を呼んでいます。市の予算で講師を呼んでい

た時期もありましたが、昨年２９年度からは市の支出は無くなりました。 

 

大野副委員長 

市民会館の良かったところですが、土日の実施を計画・考えているというとこ

ろ。そして、自治会回覧で参加者が増えたっていうこともすごく良いことだと思

いました。 

長浦公民館の太極拳がこれで入門コースが２９年度で終了したという、事業

のきちんとした区分けがついたということについて評価したいと思いました。 

根形公民館のねこまろのように講座生の自主的な調査研究とか若者のリード

でやっているという点がすごく評価できる点だと思いました。 

根形公民館の地域再発見講座は、地域に根ざす文化・芸術活動の推進とういう

のがうたわれているのですけれども、他館であまりやられていないような館報

とか色んな面で周知をしている面はあると思うのですが、講座でこういったも

のがあるというのは、今、今のお年寄りに聞かないと歴史が失われてしまうもの

というのは、今が端境期にあるのではないかと思うことがすごくあると思うの

で、こういう講座は各公民館でぜひやって欲しいなということを感じました。 

平川公民館が地域で取り組む高齢者講座のなかで、サロンをやっているとい

うのが、すごく良い講座だなと思いました。体操とかそういうのをやって人を集

めるというのは結構簡単なのですが、サロンというのを広げていくのは地域の

交流の場、取り付きは体操とかそういうものでも良いですけれども地域のサロ

ン的なものに公民館がなっていくというのもすごく必要になってくることだと

思うので、こういうサロンへの発展ができる講座もシニア向けには必要な講座

なのではないかと思いました。 

平川公民館だけが、ものづくり講座や園芸講座など男性が参加できる講座が

あるのですが、男性セミナー的な講座がないのかなって思った点。 

根形公民館は、絵画など特色ある講座はいっぱいあるのですが、一般的な子供

の講座が何か計画されているのか、その辺は無いのか感じたので、その点だけお

聞きしたいと思いました。 

 

濱崎根形公民館副館長 

根形公民館が、５館構想のなかで芸術文化に特化した施設ということで、子供

向けの絵画教室を実施していたということで、それも４～６年の高学年だけで

はなく低学年も受け入れましょうということで、他とは変わっているところで

す。根形地域の子を公民館のなかで講座としてどうやって取り入れていくかと
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いうところなのですが、なかなか全体の講座のバランスのなかで、難しいという

ところがございます。それとあと地区住民会議等でも地元の子供たちを中心に

したデイキャンプですとか、青少年相談員の事業、ねこまろの事業等も実施して

ございますので、今現在は公民館単独の小学生を対象とした事業の計画はござ

いません。ただそういった他の受け皿がございますので、そこと一緒に、地区住

民会議であったり、青少年相談員の地区活動であったり、そういったところを公

民館も一緒になって取り組んでおりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

稲毛委員長 

それでは、時間の都合上、報告１はこれで終了したいとおもいますが、よろし

いですか。 

それでは、次に、議題１、平成３０年市民会館・公民館の事業計画について、

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

（資料に基づき、溝口市民会館館長、佐久間平川公民館副館長、石橋長浦公民館

館長、平賀根形公民館館長、多田平岡公民館副館長が説明。） 

 

稲毛委員長 

平成３０年市民会館・公民館の事業計画について、委員の皆様のご意見等があ

ればお受けします。 

 

田中委員 

平成３０年市民会館・公民館経営方針及び重点施策のなかの目標３の①公民

館運営審議会の充実というのがあります。私どもの怠慢なのですけれども、本来

は公民館運営審議委員としてどういう目標をもって、本来は私どもが議論しな

がら書かなければならないことではないかと、またそれに対して、一年間どうい

う風にやってきてどうだったということを反省しながら書かなければならない

のではないかと私は思います。 

それから、目標３の②運営評価への取り組みなのですけれども、教育委員会に

よる評価なのですか。 

 

溝口市民会館館長 

教育委員会による自己評価と、外部の有識者２名によるご意見をいただいて

います。 

 

田中委員 

それについては、議事録などあるのですか。 
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溝口市民会館館長 

教育ビジョンの施策に沿いまして、事業ごとに、事業の目標、取り組み内容、

成果・効果、課題、今後の対応、有識者からの意見を記載し、議会に報告します。 

 

田中委員 

われわれへの報告はあるのですか。 

 

溝口市民会館館長 

特にお配りはしていなかったと思います。ホームページには出ています。 

 

田中委員 

分かりました。教育委員会と有識者による評価のときに、評価する指標だとか

基準だとかは何か示されていますか。 

 

溝口市民会館館長 

事業によりまして違いますけれども、主な施策指標ということで、それぞれの

施策に応じた形で目標値、人数であったり件数であったり、そういったものは示

しております。 

 

田中委員 

それから、目標３の④公民館施設の利用促進ということで、記載がありますが、

これらは２９年度で実施済みですよね。実施済みであれば目標に掲げるのでは

なくて、３０年度はどうするのかという新たな感じの内容なのではないかと思

うのですけれども。 

 

小阪参事 

教育ビジョンに掲げられている目標ですので、教育ビジョンの期間が続いて

いますので、これは常にこういうことを心がけましょう、というようなところで

毎年載っています。 

 

田中委員 

これは実施済みなので、継続していくということですかね。 

 

小阪参事 

常に心掛けていく、促進していくという意味合いになります。教育ビジョンの

期間中ですから。 
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田中委員 

具体的な内容として、新たに目標みたいなものが出てくるものなのではない

ですか。ある程度実施済みであれば、さらに次のステップに持っていくような感

じの目標を掲げられた方が、良いのではないかと思いますけど。 

 

溝口市民会館館長 

ロビーなどのオープンスペースにつきましては、常に開放している状況です

のでそれにつきましては、引き続き実施していきます。それから、和室等の開放

につきましては、出来る館、出来ない館ございますので、それについては、館の

状況に応じてやっていきますということで、これをさらに超えてというのがな

かなか難しい状況ですので、そういった中で今できていることについて記載を

させていただいております。 

 

片寄委員 

目標２の①(ｱ)でホームページをさらに充実し館報の発行とあわせて、公民館

活動の広報を積極的に進めますという書き方が、昨年よりも力が入っているよ

うに見受けられたのですが、具体的にはホームページというのはどのように考

えてらっしゃるか。平川公民館のホームページは職員紹介などありますが、他の

館はあまり差がないようですので、今年度はどう改善するのか、改善したいのか、

そのつもりはないのかお願いしたいと思います。 

 

溝口市民会館館長 

市民会館のホームページの更新につきましては、なかなかできていない状態

でした。そういった状況の中で市民会館まつりなどは規模も大きかったもので

すから私の方でひながたを作ってこれで公開してくれといってつくってもらっ

たのが現状ということで、なかなかホームページの更新まで職員が忙しくて手

が回っていないというのが実情です。そういった中で、なるべくホームページ更

新してくれよといったことで、努力目標ということで、ここはちょっと少し昨年

より力を入れて書かせていただいたというのが現状であります。 

 

花澤長浦公民館副館長 

長浦公民館ですが、ホームページで積極的にＰＲしたいということで、高齢者

の長浦さわやかスクールのなかでも、地域で皆さんが元気でやっているところ

を配信するというところで、皆さんにお知らせしました。昨日の様子についても、

写真を含めて作成して、秘書広報課の認定待ちで、認定が下りれば公開という状

況になっております。そういった形で長浦公民館積極的に発信していきたいと

考えておりますので、またホームページの方もご覧頂ければと思います。 
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在原平岡公民館館長 

平岡公民館のホームページにつきましては、他館と変わりないということに

なるかと思いますが、これについても最低限度はやっていかなければならない

と認識しております。特に平岡公民館は、館報平岡公民館だよりを毎月発行して

おりまして、今年度の方針として、地域の住民の参加の広報にしていきたいと、

例えば、平岡小学校の子供がみのりの丘という題字を書いて、どこの地区に住ん

でいるだれだれさんの題字です、将来の夢はこうです、みんなで応援しましょう、

していきたいというようなことをやったり、サークルさんの意見があればそれ

を入れたり、住民参加型ということで住民の意見があればそれを載せたり、平岡

地区の歴史ということで情報収集して館報として周知しています。その延長線

上に平岡の歴史講座というものは、ある程度収集してたまってきたら、記事を書

いてくれた方を講師に呼んで講座の運営をしていきたいと考えています。結論

をいいますと、ホームページは現状今の職員では対応が難しい。でも、館報の充

実は図って、同じようなことをしていきたいというところです。 

 

濱崎根形公民館副館長 

ホームページ、館報それぞれ更新をしているところでございます。根形はねが

たびとを発行しておりまして、その中で、根形歴史探訪ですとか、袖ケ浦のここ

がすばらしいという特集を、社会教育推進員にも毎回執筆をしていただいてい

ます。今年もこういった形で、根形地区にこだわった地域の良いところを再発見

できるような形で、館報を作っていきたいと担当は頑張っております。それとホ

ームページ、館報も共通なのですけれども、今年学級の初めに、写真を載せてよ

いかという同意を取るようにしました。そこがネックになって出せないという

写真もありますので、基本的には地域再発見講座では、自署で一人ひとり承諾い

ただくという形で、子供向けには保護者に対しても口頭にはなりますけれども、

館報等に載せさせていただきたいとお断りして実施しております。事業がスタ

ートしてまいりましたので、引き続き昨年同様情報発信をしていきたいと考え

ております。 

 

長崎副委員長 

長浦公民館の環境講座について伺います。この環境講座は、今まで５回はあっ

たのですが、それが３回になったということで、ちょっとさみしいなと思ってい

ます。この講座は長浦公民館の目玉として、長浦公民館しかこの講座をやってな

いのですね、良い講座で男性の講座生もかなり出席していますので、３回になっ

たということで、回数を減らした理由についてお伺いします。 

 

花澤長浦公民館副館長 

長浦公民館は対象者も多くて事業も多くございます。その中で、今年度事業の
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内容を充実させたいということも考えておりまして、その中から、スクラップア

ンドビルドという風に右から左にはなかなかうまくいかないのですが、その中

で充実を図る、回数を減らして内容を濃くするように心がけていきたいと考え

ております。 

 

長崎副委員長 

目標２の①(ｲ)社会教育関係団体の活動への支援ということで、長浦公民館で、

昨年度硬筆のサークルで先生が亡くなられたのですね、それでそのサークルの

方が迷われて、サークルとしては皆和気あいあいやっていて楽しいサークルだ

ったのに突然の訃報ということで、公民館の方に相談したらすぐに探していた

だけたということで、非常にサークルの方が喜んでおられましたので、こういう

緊急事態の応対というのがすごく喜ばれたということで、ありがたいなと思い

ました。この先生は高齢のために亡くなられたのか病気で亡くなられたのかわ

からないのですが、高齢化ということで、講師の方の高齢化もこれから考えられ

るということで、対応ということを速やかにやっていただけたら嬉しいなと思

いました。 

 

尾高委員 

市民会館の舞台コーディネーター養成講座ですけれども、これは非常に画期

的で良いと私は思っているのですが、市民会館の照明とか音響の設備を、市民、

地域住民に触れていただくというのは、市民会館を身近に思ってくれるのでは

ないかと思っております。それで、こういう技術者を養成することによって、大

ホールを使う時に運用面で非常に大きな力になるのではないかと思うのです。

特に、大ホールを使う時は、大きい団体、大きいサークル、そういう方がお使い

になるわけなのですが、特にその団体、サークルの男性の方にぜひこの講座を受

けていただけるよう、大いにＰＲしていただきたい。私も知っている方にＰＲし

ますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 

片寄委員 

各館の地域連携推進事業が２８年度と比べて２９年度人数的にも回数的にも

減っているという印象を受けました。今年度の地域連携推進事業は特に新しい

取組、未定の部分が多いということでございましたけれども、２８年度２９年度

を比較して、地域連携推進事業の参加人数等が落ちているという風に思われて

いる館は、大変とは思いますがより一層の工夫で地域連携推進事業が先細りに

ならないような手立てをしていただければと思います。こちらはただ言うだけ

で申し訳ないのですけど。 

 

稲毛委員長 
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それでは、時間の都合上、議題１はこれで終了したいとおもいますが、よろし

いですか。 

それでは、次に、議題２、平成３０年公民館運営審議会の年間計画について、

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

（資料に基づき、大野市民会館主幹が説明。） 

 

稲毛委員長 

ただいまの説明に質問等ございますか。 

ないようですので、次に、議題３、その他ですが、事務局から何かありますか。 

 

事務局 

（資料に基づき、市民会館・公民館まつりの日程について、成人式の日程（案）

について、大野市民会館主幹が説明。） 

 

稲毛委員長 

それでは、この日程で委員の皆様よろしいですか。 

それでは、次に、平成３０年度青少年育成袖ケ浦市民会議の理事の選出につい

てですが、これまで田中委員にやっていただいておりましたが、出来れば引き続

きお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

田中委員 

はい。 

 

稲毛委員長 

ありがとうございます。 

それでは、次に、平成３０年度青少年健全育成推進大会実行委員の推薦につい

て、事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 

（資料に基づき、大野市民会館主幹が説明。） 

 

稲毛委員長 

早川委員を推薦したことの報告の説明でした。何かございますか。 

それでは、以上をもちまして、本日の議事はすべて終了いたしました。 

 

午後５時３２分 閉会 



平成３０年度第１回公民館運営審議会 

 

日時：平成３０年５月１７日（木） 

午後３時開会 

場所：市民会館 ２階 研修室 

 

次 第 

 

１ 開会のことば 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 教育部長あいさつ 

 

４ 報告 

（１）平成２９年度市民会館・公民館の事業実施結果 

 

５ 議題 

（１）平成３０年度市民会館・公民館の事業計画について 

（２）平成３０年度公民館運営審議会の年間計画について 

（３）その他 

 

６ その他 

 

７ 閉会のことば 



第２２期袖ケ浦市公民館運営審議会委員名簿 

 

番号 氏名 選出区分 備考 

１ 小川
お が わ

 幸男
ゆ き お

 
学校教育 

校長会 
２期目 

２ 尾高
お だ か

 幹男
み き お

 
社会教育 

文化協会 
１期目 

３ 田中
た な か

 輝博
てるひろ

 
社会教育 

子ども会育成会 
１期目 

４ 早川
はやかわ

 敦
あつし

 
社会教育 

音楽協会 
１期目 

５ 稲毛
い な げ

 博夫
ひ ろ お

 
社会教育 

体育協会 

委員長 

６期目 

６ 齋藤
さいとう

 隆彦
たかひこ

 
家庭教育 

キッズパレット理事 
１期目 

７ 関
せき

 とし江
え

 
学識経験者 

元公民館まつり実行委員 
１期目 

８ 根里
ね ざ と

 惠美子
え み こ

 
学識経験者 

元社会教育推進員 
１期目 

９ 長崎
ながさき

 容子
よ う こ

 
学識経験者 

元社会教育推進員 

副委員長 

３期目 

10 石井
い し い

 智子
の り こ

 
学識経験者 

元教育研究指導員 
１期目 

11 大野
お お の

 俊江
と し え

 
学識経験者 

元公民館職員 

副委員長 

３期目 

12 片寄
かたよせ

 礼子
れ い こ

 公募委員 １期目 

 

任  期  平成２８年７月１日から平成３０年６月３０日まで 

構成人数  男性委員６名  女性委員６名 



報告（１）平成２９年度市民会館・公民館の事業実施結果

●　市民会館事業一覧

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

1 通年
地域で取り組
む高齢者講座

5月30日～
6月8日
4回

27人 38

2 通年
スマホ安全教
室

1月22日
1回

20人 0

3 通年
登録サークル
等を講師とし
た講座

12月26日
1回

33人 0

4
12月3日

1回
102人 0 16

5月25日～
2月13日

8回
152人 12

5
9月18日～
9月20日
2泊3日

29人 0 17
10月29日～
12月9日

3回
47人 5

6
6月7日～
2月28日

7回
55人 0 18

3月11日
1回

28人 20

7
7月7日～
2月8日
4回

103人 5 19
5月23日～
3月9日
7回

373人 17

8
7月1日～
12月5日

4回
54人 45 20

3月21日
1回

1人 3

9
10月6日
10月13日

2回
27人 87 21

11月3日
11月4日
2日間

6,609人 501

10
5月20日～
2月24日

8回
177人 6 22

5月22日～
4月6日

120人 0

11
8月17日
3月24日

2回
160人 0 23 12月23日 1,150人 453

12 1月7日 137人 3 24 1月21日 480人 75

13 3月8日 25
5月13日～
2月12日

4回
17人 60

14 通年 26
5月12日～
2月27日

5回

委員
12名

370
社会教育推進員活
動

社会教育推進員
１０人

子ども映画会

成人式

単発講座

昭和ふれあい教室

市民会館まつり

ロビー展示

公民館運営審議会

市民音楽フェス
ティバル

芸能文化まつり

舞台コーディネー
ター養成講座

地区子ども会
８団体

青少年相談員支部
活動

子ども会育成会支
部活動

親業訓練入門講座

利用者懇談会
定期利用団体
３０団体

事　　業　　名 事　　業　　名

子どもチャレンジ
教室

幼児家庭教育学級

地域家庭教育学級

中学校家庭教育学
級

世代間交流事業

通学合宿

各種団体
２２団体

昭和地区住民会議
活動（坂戸の森み
どりの会）

さわやかセミナー

女性セミナー

15

公
民
館
地
域
連
携
推
進
事
業

花咲け！女性シェ
フ応援事業先進地
視察

昭和地区青少年
相談員
１４人

1



2 

〇 市民会館事業の総括 

 

第２期教育ビジョンの基本目標である「明日を拓く 心豊かな たくましい 人づく

り」の実現に向け、「地域」「子ども」「市民」の視点から、「学び つながり 支えあう

教育」の推進のため幼児から高齢者まで幅広い世代を対象とした学習活動を展開しまし

た。 

また、事業の実施に当たっては、社会教育推進員をはじめ社会教育関係団体、市役所

の関係各課との連携により事業を展開しました。 

 

（１）地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

①学校・家庭・地域の連携強化による地域の教育力の向上 

子ども安全パトロールや夏季・冬季愛のパトロールなどの地域で子どもを守る取り

組みをはじめ、ペットボトルロケットづくりや２回目となる通学合宿など、子どもた

ちに様々な体験交流活動の機会を提供する昭和地区住民会議坂戸の森みどりの会の活

動に対して、組織の構成団体または事務局として支援を行いました。 

また、青少年相談員及び子ども会育成会の支部活動においては、団体の自主的な活

動をサポートしました。 

 

②家庭教育力の向上 

子どもの発達段階に応じた幼児家庭教育学級（就学前の子どもの保護者）、地域家庭

教育学級（小学生の保護者）、中学校家庭教育学級(中学生の保護者)の３事業を実施し

ました。また、子どもの学齢に関係なく子どもを持つ保護者を対象に、親業訓練入門

講座実施しました。 

幼児家庭教育学級では、年間の学習計画を参加者の話し合いで作成することにより、

参加者同士の会話が増え交流を深めることができました。また、他の公民館との５館

合同の講座では、本の選び方など家庭での読み聞かせについて学びました。 

地域家庭教育学級は、昭和小学校PTAと奈良輪小学校PTAの共催で実施しました。

学級の企画から運営まで２校のＰＴＡが協力して行い、参加者も含め交流を深めるこ

とができました。また、中学校家庭教育学級は、中学校ＰＴＡの委託事業として実施

しました。それぞれの講演会では、臨床心理士やスクールカウンセラーを講師に迎え

子どもへの関わり方などを学び専門的見地からの講義で学級生には大変好評でした。 

 

③地域の拠点づくりの推進 

小学４年生から６年生までを対象とした子どもチャレンジ教室では、地域の企業、

団体の協力のもと、燃料電池づくりや眼科体験など、学校では体験できない活動を取



3 

り入れ、子どもたちが楽しく学習できる場を提供することができました。 

また、２年目となる昭和地区住民会議の通学合宿においては、市民会館で活動する

社会教育関係団体の協力を得て様々な体験活動を実施し、併せて世代を超えた交流活

動を行うことができました。 

 

（２）市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援 

①生涯学習推進体制の整備 

市民会館では、文化協会、音楽協会をはじめ２６サークルが市民会館登録サークル

として社会教育活動を実施しています。こうした社会教育関係団体を中心に、29年度

は 3,396 件、のべ77,905 人の利用がありました。前年より224 件、20,918 人ともに

減少となりました。これは、昨年6月から12月まで大ホールの吊天井等耐震対策工事

により、大ホールが半年間利用できなかった影響が出たものです。 

また、利用者との相互理解を図るため利用者懇談会を２回開催し、施設利用につい

ての要望を伺うとともに社会教育関係団体としての活動のあり方や活動の様子など意

見交換を行いました。 

 

②人と人をつなぐ社会教育の充実 

昭和地区の公民館として、地域住民の幅広い学習ニーズおよび地域課題に対応する

ため、講座生のアンケートなどをもとに、社会教育推進員とともに学級・講座の企画、

運営を行い、子どもから高齢者まで幅広い世代に応じた事業を実施しました。 

また、２年目となる「公民館地域連携推進事業」では、地域の拠点施設である公民

館の学習・交流機能を発揮し、関係機関や団体との連携による「地域で取り組む高齢

者講座」、「スマホ安全教室」、「登録サークル等を講師とした講座」を実施しました。 

「地域で取り組む高齢者講座」は、市民会館から距離のある富士見台、神納牧場西

団地の公園を会場にして、健康の維持を図ることを目的に、高齢者支援課や袖ケ浦市

レクリエーション協会の協力のもと実施しました。 

また、登録サークル等を講師とした講座では、書道サークルに依頼し冬休みに小学

生を対象に書き初め講座を開催し、公民館登録サークルの活性化及び学習成果の活用

や地域の交流を図ることができました。 

袖ケ浦市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置づけられた「花咲け！女性シェフ

応援事業」は、先進市の視察を行いました。 
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③地域に根ざす文化・芸術活動の推進 

市民会館大ホールでは、文化協会や音楽協会などの社会教育関係団体の発表を通し

て広く市民に文化・芸術の振興に努めています。 

また、大ホールの運営にあたっては、舞台の照明、音響などの操作に社会教育指導

員を配置していますが、「舞台コーディネーター養成講座」を開催し、音響・照明操作

に係る技術者の育成に努めました。 

なお、各種行事推進事業である市民会館まつり、市民音楽フェスティバル、芸能文

化まつりは、文化協会、音楽協会との共催で実施しました。ロビー展示と併せて、身

近な場所での文化・芸術の振興に努めることができました。 

今後も、市民が学び、つながり、支えあう社会教育の拠点として、住民主体の学習

活動を展開し、心豊かなたくましい人づくりと地域づくりの実現に向けた運営を行い

ます。 



●　平川公民館事業一覧

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

1 通年
地域で取り組
む高齢者講座

10月5日
2月6日
2回

36人 0

2 通年
防災に関する
講座

8月19日
1回

142人 258

3
6月9日～
12月7日

7回
50人 0

初級パソコン
講座

10月13日～
10月24日

5回
59人 0

4
6月20日～
1月16日

4回
54人 11

シニア向けス
マートフォン
教室

2月9日
1回

19人 0

5
6月16日～
11月21日

5回
83人 45

登録サークル
等を講師とし
た講座

12月26日
1回

15人 0

6
5月27日～
12月16日

6回
105人 20 12

5月25日～
2月8日
7回

131人 29

7
6月12日～
11月25日

5回
40人 12 13

8月5日～
12月10日

5回
53人 24

8 1月7日 104人 711 14
5月13日～
2月3日
8回

80人 27

9 3月9日 15
6月8日～
2月22日

7回
149人 9

10 通年 16
11月11日
11月12日
2日間

7,435人 380

17
4月5日～
3月31日

成人式 園芸講座

事　　業　　名 事　　業　　名

中川富岡地区住民
会議活動（中富ふ
れあいの会）

各種団体
１９団体

11

公
民
館
地
域
連
携
推
進
事
業

青少年相談員支部
活動

中川富岡地区青
少年相談員
９人

幼児家庭教育学級
（平岡公民館と共
催）

中富地域家庭教育
学級

平川中学校家庭教
育学級

子どもクラブ 女性セミナー

ユースカフェ（青
年教室）

ものづくり講座

ロビー展示 １４団体

利用者懇談会
定期利用団体
３３団体

うぐいす学級（高
齢者学級）

社会教育推進員活
動

社会教育推進員
１０人

平川公民館まつり

5
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〇 平川公民館事業の総括 

 

平川公民館は、第２期教育ビジョンの基本目標である「明日を拓く 心豊かな たく

ましい 人づくり」の実現に向け、「地域」「子ども」「市民」の視点から、「学び つな

がり 支えあう教育」を推進するため、社会教育推進員をはじめとした社会教育関係団

体等との連携により各種事業を実施しました。 

 

（１）地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

①学校・家庭・地域の連携強化による地域の教育力の向上 

子どもの安全を守るための取り組みを行っている地区住民会議（中富ふれあいの会）

の研修会、愛のパトロール、花いっぱい活動などの活動を支援しました。 

また、中富ふれあいの会のデイキャンプや青少年相談員平川支部の新春チャンピオ

ン大会などの子どもたちの体験活動・交流活動を支援しました。 

 

②家庭教育力の向上 

子どもの発達段階に応じて幼児・中富地域（小学校）・平川中学校家庭教育学級を開

設して、子育てに関する学習とともに､同じ世代の子どもを持つ保護者の交友関係を

広げる取り組みを行いました｡ 

幼児家庭教育学級は、平川公民館と平岡公民館の合同で開催して、学級生の交流を

進めるとともに、子どもたちが読書に親しめる機会を作るため、５館合同で本の読み

聞かせ講座を行ったり、子どもへの接し方をテーマにした５館合同講演会を開催しま

した。 

また、家庭教育推進協議会には家庭教育学級担当職員・社会教育推進員が出席して、

家庭教育学級の学習内容などについて協議しました。 

 

③地域の拠点づくりの推進 

「子どもクラブ」では、化石採集・ディンプルアート・正月飾り作りなど、子ども

たちに不足しているといわれている体験の機会を提供しました。 

 

（２）市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援 

①生涯学習推進体制の整備 

ホームページの更新や館報「平川公民館だより」を４回発行して、主催講座・平川

公民館まつりの紹介などを行い、地域に根ざした公民館活動を展開しました。 

また、ちば予約システムを活用し、利用者の利便性の向上を図りました。 

利用者懇談会を開催して、公民館の経営方針や事業運営についての理解を図るとと
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もに、サークル等社会教育関係団体が自主的に運営できるように支援しました。 

 

②人と人をつなぐ社会教育の充実 

市民の幅広い学習ニーズに応える社会教育の拠点として、また、自己学習から集団

学習へとつなぐ学習の場となるようするために、成人教育推進事業・公民館地域連携

事業・高齢者いきがい促進事業・３あい事業として各種講座を開催しました。 

公民館地域連携事業では、「地域で取り組む高齢者講座」として、中富地区社会福祉

協議会と共催で各地区に出かけて講座を開催したり、｢初級パソコン講座｣では、平川

公民館定期利用団体のシルバーパソコン同好会会員を講師に招き、パソコンの初歩操

作のスキルアップを図りました。「登録サークル等を講師とした講座」では、登録サー

クル会員を講師とした書き初め講座を実施しました。 

３あい事業では、｢ユースカフェ」として若者たちの出会いと交流の場を提供しまし

た。 

市民が利用しやすく安心で安全な施設を提供するため、施設の適切な維持管理に努

めるとともに、講座開催中に火災が発生したとして社会教育推進員及び利用者ととも

に避難訓練を実施して利用者の安全に努めました。 

 

③地域に根ざす文化・芸術活動の推進 

ロビー展を開催して、袖ケ浦市文化協会加盟団体などの社会教育関係団体の活動成

果発表機会を提供するとともに、市民に芸術に親しむ機会の提供を行いました。 



●　長浦公民館事業一覧

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

1 通年
初級パソコン
講座

1月18日～
2月2日
6回

88人

2 通年 スマホ講座
6月9日
1回

20人

3 通年
登録サークル
等を講師とし
た講座

12月26日
1回

25人 0

4
9月24日～
9月26日
2泊3日

41人 0 15
11月15日～
12月6日

3回
37人 30

5
6月8日～
1月10日

7回
37人 16 16

5月18日～
1月26日

8回
224人 38

6
5月30日～
1月10日

7回
99人 12 17

6月10日～
12月15日

6回
57人 47

7
6月7日～
2月16日

5回
81人 45 18

5月26日～
12月8日

6回
125人 7

8
6月28日～
12月4日

5回
81人 45 19

5月24日～
10月25日

5回
148人 29

9
5月27日～
12月23日

8回
102人 17 20

10月26日～
3月16日

5回
161人 6

10
5月13日～
3月24日
15回

234人 0 21
8月18日
8月25日

2回
40人 10

11 1月7日
86人
128人

14 22
5月19日～
2月20日
10回

686人 88

12 3月2日 23
11月11日
11月12日
2日間

7,869人 332

13 通年 24
4月1日～
3月27日

地域で取り組
む高齢者講座

2月24日
3月7日
2回

50人 0 25
12月25日

1回
23人 10

防災に関する
講座

8月10日
1回

36人 0

事　　業　　名 事　　業　　名

長浦地区住民会議
活動（ながうら青
空の会）

各種団体
１９団体

青少年相談員支部
活動

長浦地区青少年
相談員
２２人

192

環境講座

健康生き生き塾

ながうら雑学塾

利用者懇談会
定期利用団体
６４団体

太極拳入門講座

長浦公民館まつり

長浦さわやかス
クール（高齢者教
室）

長浦中学校家庭教
育学級

１６団体

子ども会育成会支
部活動

地区子ども会
５団体

通学合宿

蔵波中学校家庭教
育学級

社会教育推進員活
動

社会教育推進員
１０人

ながうら幼児家庭
教育学級

ながうら地域家庭
教育学級

わんぱく教室

自分の地域は自分
で作る！地域づく
り事業

長浦ジュニアお
琴・尺八教室

女性セミナー

成人式
（長浦地区）
（蔵波地区）

男性セミナー

お正月飾りづくり
講習会

14

公
民
館
地
域
連
携
推
進
事
業

14

公
民
館
地
域
連
携
推
進
事
業

ロビー展示

8
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〇 長浦公民館事業の総括 

 

長浦公民館は、第２期教育ビジョンの基本目標である「明日を拓く 心豊かな たく

ましい 人づくり」の実現に向け、「地域」「子ども」「市民」の視点から、「学び つな

がり 支えあう教育」を推進するため、社会教育推進員をはじめとした社会教育関係団

体等との連携により各種事業を実施しました。 

 

（１）地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

①学校・家庭・地域の連携強化による地域の教育力の向上 

地域で子どもを守る体制を強化するため、青少年相談員長浦支部や長浦地区住民会

議ながうら青空の会をはじめとした青少年健全育成関係団体と各種事業を通じて連携

しました。 

また、子どもたちの体験、交流活動等の場をつくるために、青少年相談員や地区住

民会議の様々な活動を支援しました。 

青少年相談員長浦支部が主催する長浦公民館まつりの「チビッコ広場」や「新春チ

ャンピオン大会」などの催物では、異学校・異学年間の子どもたちの交流の促進や青

少年相談員と地域の子どもとの関わりの場を設けることができました。 

長浦地区住民会議ながうら青空の会が取り組む「あおぞらクラブ」「なごやか交流会」

では、子どもたちの自主性、協調性、社会性を育むとともに、地区住民会議を担う地

域の人たちと地域の子どもとの異世代間交流となる事業を支援しました。さらに、「デ

イキャンプ」では、薪割りや防災倉庫のかまどを使用した炊飯、キャンプファイヤー

などの日ごろ体験できない活動を通じて、異学校・異学年間の子どもたちやその保護

者たちと交流することができ、地区住民会議の活動を知ってもらう機会となりました。

通学合宿は、公民館に宿泊して共同生活をしながら学校に通うという事業で、その集

団生活の中で、自立心、協調性や忍耐力などたくましい心とからだを育む場を提供す

ることができました。 

長浦公民館まつりは、社会教育推進員、青少年相談員、公民館登録サークル等の公

民館利用団体などが積極的に参画し、地域住民の交流の場とすることができました。 

 

②家庭の教育力の向上 

家庭の教育力向上のための支援として、市の総合計画における重要な施策に位置づ

けられた家庭教育総合推進事業を実施しました。特に子どもの発達段階に応じて学習

する幼児・地域・中学校家庭教育学級に力を入れました。また、生涯学習課が組織す

る家庭教育推進協議会に参加し、家庭教育に関する情報共有や各種事業の充実策につ

いて検討しました。 
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幼児家庭教育学級では同じ年頃の幼児を持つお母さんの仲間づくりをテーマに情報

交換を行いました。また、簡単に調理できるメニューを学習したり、保護者が子ども

へ楽しく読み聞かせを行う方法についての学習を行い、講座を通して、育児などにつ

いて話しあえる仲間づくりの場を提供することができました。地域家庭教育学級では

親子で参加する調理実習、「いじめについて」の講演、参加者同士の茶話会などを実施

し、子育てに関する知識の習得や情報交換の場を提供することができました。中学校

家庭教育学級では長浦中・蔵波中ＰＴＡに委託し、スマートフォンや携帯を安全に使

用できる方法やインターネットトラブルに巻き込まれない対策を学ぶ講習会などを行

いました。 

 

③地域の拠点づくりの推進 

子どもたちに不足しているといわれる様々な体験を提供する場として、公民館にお

ける青少年教育事業を充実しました。また、集団活動を通して社会生活に必要な自主

性・協調性・社会性を身につけさせ、心豊かなたくましい子どもを育成するための事

業を展開しました。 

わんぱく教室では、様々な体験活動を通じて異学校・異学年の子ども間の交流を目

的とし、潮干狩り、七夕飾りづくり、クリスマスリースづくりなどを行いました。ま

た、デイキャンプと通学合宿は、長浦地区住民会議ながうら青空の会との共催で開催

しました。最後の、クリスマスケーキづくりでは、社会教育推進員を講師として迎え

て地域で活動している人とも連携を図りました。 

「自分の地域は自分でつくる！地域支援づくり事業」では、長浦地区住民会議なが

うら青空の会と共催し、後継者となる人材の掘り起こしをはじめとする地域支援の仕

組みづくりを検証するため、公民館で地域住民が気軽に交流できる「溜まり場」を開

催しました。 

 

（２）市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援 

①生涯学習推進体制の充実 

市民の多様化・高度化する学習ニーズに応えるために関係機関・団体の学習情報を

収集・共有、ホームページの充実を図りました。 

また、様々なグループ・サークルが施設予約管理システムを利用して社会教育施設

を利用したり、円滑に公民館を利用できるように利用者懇談会を開催しました。 

②人と人をつなぐ社会教育の充実 

市民の幅広い学習ニーズに応える生涯学習の拠点として、また自己学習から集団学

習へとつなぐ学習の場として利用できるような教育施設になるよう努めました。その

ために公民館で活動する社会教育推進員と地域課題や生活課題を的確に捉えた企画を
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練り、特色のある成人教育・高齢者教育事業を展開するよう努めました。 

男性セミナーでは、軽スポーツや調理実習などを行い、仲間づくりの場を提供する

ことができました。 

女性セミナーでは、美味しいパスタ料理の調理実習、脳卒中や腰痛などの予防を学

ぶ講義、郷土料理でもある太巻き寿司作りなど身近な内容を取り上げ、多数の講座生

が参加しました。 

環境講座では、再生可能エネルギーについての学習、低農薬・有機栽培を実践して

いる市内農家の見学など身近な環境問題について学ぶ場を提供することができました。 

健康生き生き塾では、市民歌「光のコスモス」に合わせて動く体操、ニュースポー

ツなどの運動を行いながら、講座生の交流を図りました。 

ながうら雑学塾では、袖ケ浦市奈良輪の事業家の活動を学んだほか、葬儀・お墓事

情や新しい洗濯表示など様々な学習分野を取り上げました。また、袖ケ浦市で初めて

登録された国史跡「山野貝塚」を取り上げることで袖ケ浦市の歴史への理解を深めま

した。 

公民館を利用していない人に公民館を知ってもらう機会を提供するため、気軽に参

加できる単発講座である太極拳入門講座やお正月飾りづくりを開催しました。 

長浦さわやかスクールは、地区シニアクラブの代表者と運営委員会を組織し、企画・

運営を行いました。参加者のニーズに合わせ、新聞紙を使った防災工作教室やタブレ

ットを使った脳トレーニング体験などの講座の他、芸能発表会やグラウンドゴルフ大

会などを開催し、健康づくりや地域の人達の交流を深める場の提供に努めました。 

公民館地域連携推進事業は、次の４講座を実施しました。まず、地域で取り組む高

齢者講座として公民館から離れた地域の施設を利用したおでかけ健康講座を実施しま

した。次に、防災に関する講座として防災倉庫の見学及び防災倉庫に備蓄している各

種用具の種類や使用方法を学習したり、防災倉庫の竈を利用した調理体験を行いまし

た。さらに、初級パソコン講座においては、エクセルを中心に基本操作やグラフ作成

など学習する機会と提供したほか、シニアのためのスマートフォン教室も実施し、地

域の情報リテラシーの向上に努めました。最後に、登録サークル等を講師とした講座

として、小学生を対象にした書き初め教室を行いました。長浦公民館登録サークルが

講師となって小学生に指導を行うことを通じて、サークルの学習成果を活用した地域

の教育力の向上の一助としました。 

市民が利用しやすく安心で安全な施設を提供するために安全点検日を設け、施設の

定期的な安全点検を実施し適切な維持管理に努めるとともに、災害等の際に利用者の

安全確保するための避難訓練を実施しました。さらに、開館当時より使用し老朽化し

ていた空調設備の更新工事を実施し、利用者ニーズに沿った施設の改修に努めました。 
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③地域に根ざす文化・芸術活動の推進 

文化・芸術振興のための市民活動の支援として、長浦公民館では、わが国の伝統音

楽である邦楽を子どもや市民が自ら演奏して楽しむ機会を提供するため、「長浦ジュ

ニアお琴・尺八教室」を音楽協会の団体と連携して開催し、子どもの文化芸術活動の

充実と邦楽の継承者育成を図りました。 

 

（３）市民のニーズに応じた公民館づくり 

誰でも使用できる場所であるロビーにおいて、文化協会・公民館サークル等の作品

展示を行うことで、公民館で活動しているサークルに発表の場と周知の機会を提供す

ることにより、公民館利用の促進を図りました。 

また、市民活動支援課による子どもの人権ポスター入賞作品の展示や消防本部予防

課による火災予防ポスター入賞作品の展示などを行うことで、多くの公民館利用者に

袖ケ浦市の子どもたちの成果を知ってもらう機会になりました。 



●　根形公民館事業一覧

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

1 通年
地域で取り組
む高齢者講座

2月24日
3月6日
2回

142人 0

2 通年
防災に関する
講座

3月11日
1回

17人 0

3 通年

シニアのためのス
マートフォン教室
(平岡公民館と共
催)

8月8日
1回

10人 0

4
6月15日～
12月4日

8回
73人 18

登録サークル
等を講師とし
た講座

12月26日
1回

28人 41

5
6月21日～
2月19日

5回
56人 0 14

5月26日～
2月5日
8回

128人 38

6
6月21日～
2月19日

5回
39人 45 15

5月27日～
2月24日
10回

162人 50

7
6月24日～
1月20日

6回
93人 16

6月2日
1回

31人 5

8
5月20日～
2月10日

9回
107人 17

5月20日～
3月10日

7回
150人 44

9
7月22日～
8月18日

4回
321人 20 18

5月22日～
3月5日
9回

296人 38

10 1月7日 43人 3 19
11月4日
11月5日
2日間

10,689人 345

11 3月7日 20
5月17日～
3月8日

12 通年 21
3月17日～
3月25日

１３団体

２４団体
社会教育推進員活
動

社会教育推進員
１０人

根形公民館まつり

地域再発見講座

花まる絵画教室

子ども絵画教室

単発講座
（移動絵画教室）

根形公民館サーク
ル作品展

ロビー展示

90

ねがたオープン
キャンパス（ねこ
まろ）

成人式

利用者懇談会
定期利用団体
２９団体

根形ニコニコ教室
（高齢者教室）

女性セミナー
ねがた地域家庭教
育学級

成人絵画教室
中学校家庭教育学
級

13

公
民
館
地
域
連
携
推
進
事
業

青少年相談員支部
活動

青少年相談員根
形支部
８人

子ども会育成会支
部活動

地区子ども会
７団体

事　　業　　名 事　　業　　名

根形地区住民会議
活動（根っ子の
会）

各種団体
２１団体

乳幼児家庭教育学
級（うたたねくら
ぶ）

13
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〇 根形公民館事業の総括 

 

根形公民館では、平成２９年度経営方針に基づき、地域住民の学習ニーズに応える生

涯学習の拠点として、根形公民館の特色である文化・芸術の振興を目指した事業を展開

しました。 

 

（１）地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

①学校・家庭・地域の連携強化による地域の教育力の向上 

地区住民会議「根っ子の会」や青少年相談員根形支部、子ども会育成会根形支部、

根形保育所、根形小・中学校及び社会教育機関等との連携を維持しつつ、効率的な事

業運営を図りました。 

青少年健全育成標語看板の設置や「根っ子の会」主催のデイキャンプは、青少年相

談員、子ども会育成会、根形小・中学校ＰＴＡの協力のもと、青少年の健全育成を目

的として実施し、学校・家庭・地域の連携を深めて、地域の教育力の向上を図ること

ができました。 

 

②家庭教育力の向上 

家庭教育学級（乳幼児・地域・中学校）では、参加者の主体的な活動展開を促す学

級経営に努めました。幼児家庭教育学級は講座生の減少と根形地区在住者の参加が少

ないことから運営方法を検討し、平成２９年度から「乳幼児家庭教育学級・うたたね

くらぶ」として内容・募集方法等を一新しました。 

地域・中学校家庭教育学級は、それぞれ学校と連携し、保護者や子どもたちの身近

な問題を捉え、講座内容に反映させました。今年度は、体験型講座の実施や子どもの

食事事情を学びに給食センターへの見学と給食の試食を実施しました。 

 

③地域の拠点づくりの推進 

生涯学習の観点から、社会教育推進員とともに、子ども絵画教室及び花まる絵画教

室、成人絵画教室、女性セミナー、ねがたオープンキャンパス（ねこまろ）、地域再発

見講座、根形ニコニコ教室（高齢者学級）、家庭教育総合推進事業（乳幼児家庭教育学

級、ねがた地域家庭教育学級、中学校家庭教育学級）等を開催し、生涯各期にわたる

学習機会の充実に努めました。 

「ねがたオープンキャンパス（ねこまろ）」は、企画段階から地域の若者たちと協働

で実施しました。平成２９年度も袖ヶ浦高校書道部・音楽部の生徒が参加協力し、さ

らに、根形中出身の高校生や大学生が多く参加しました。また、地区住民会議「根っ

子の会」のデイキャンプと同日に宿泊体験を青少年相談員等の協力を得て行い、若者
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による野外コンサートや花火を行いました。N.O.C 代表の代替わりにより継続が懸念

されましたが、社会人となったN.O.Cのフォローや地域の高校生・大学生が多く参加

したことで、ねこまろの継続・発展へ向けて新しい風が吹いています。 

 

（２）市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援 

①生涯学習推進体制の充実 

ホームページの更新や館報「ねがたびと」を４回発行して、主催講座の紹介をはじ

め、「根形歴史探訪」や「袖ケ浦のここがすばらしい」と題した情報を連載するなど、

地域に根ざした公民館活動を展開しました。 

また、利用者懇談会では、誰もが安心して安全に利用できる公民館を目指して意見

交換を行いました。 

 

②人と人をつなぐ社会教育の充実 

地域再発見講座は、野外学習を中心に、講座生がこの時代の記録者となり、未来へ

の伝達者となることを目標に活動を続けました。平成２９年度は、講座生が講師とな

る講義やフィールドワーク実習、公民館まつりでの講座生展示、また最終回では全員

が発表する等、講座生の自主的な調査・研究につながる内容を多く実施しました。 

絵画教室では、成人絵画教室修了生は絵画サークルへ、花まる絵画修了生は子ども

絵画教室へ、子ども絵画修了生は中学校の部活動へと講座での学びをその後も継続し

ていく様子が見受けられます。 

女性セミナー及び根形ニコニコ教室では、それぞれの年齢や社会的役割に応じて、

講座後も個人で継続可能なもの、今後の生活に活用できそうなものを多く取り上げ、

実施しました。講座生からも、もう１回行ってみた、やってみたという声が多数あが

っています。 

公民館地域連携推進事業では、おでかけ講座として高齢者支援課の協力を得て、地

域の集会場へ出向き、袖ケ浦いきいき百歳体操の体験会を行いました。また、袖ケ浦

市災害対策コーディネーター連絡会の協力のもと、防災講座を行いました。さらに、

スマホを持ったシニア向けの教室や根形公民館の書道サークルの指導による書き初め

教室を行うなど、関係行政機関や地域の各種団体、公民館登録サークル等と連携・協

力を図りました。 

公民館利用者の安心・安全を確保するため、安全点検日を設け、日常の施設の安全

点検に努めました。 
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③地域に根ざす文化・芸術活動の推進 

第３１回公民館まつりでは、準備作業から後片付けまで、実行委員会の構成員であ

る登録サークルや主催講座生、社会教育推進員の協力で行われ、参加者同士の交流を

深めることができました。また、公民館まつり来場者の安全確保などにも交通安全協

会の方々の協力を得て円滑な実施が実現しました。 

催し物としては、根形小・中学校の合唱や吹奏楽などの演奏会で地域の協力を得た

他、地域再発見講座企画として講座生による展示「昭和時代－私の歴史－」を実施、

高齢者支援課・ガウランド・廃棄物対策課といった関係機関の協力による催し物を多

く取り入れ、関係機関との連携を強化するとともに地域の文化・歴史への造詣を深め

る機会として、第３１回にふさわしい催し物となりました。 

なお、公民館まつり当日は、乳幼児からお年寄りまで地域の方に多数ご来場いただ

き、地域交流・多世代交流の場となりました。 

ロビー展示では、例年行っている市文化協会に所属する各団体や公民館登録サーク

ルの作品発表を行いました。また、公民館主催講座のＰＲを行うなど、情報発信にも

力を入れました。 

平成２９年度も、公民館主催事業である「成人絵画教室」の講座生、陶芸教室生、

陶芸・絵画・生け花・表装・書道の各サークルが協働で、「第１２回根形公民館サーク

ル作品展」を開催しました。今後もさらなる飛躍が図れるよう企画・運営を目指して

います。 

また、公民館開館当初から陶芸に親しみ、創作活動を続けてきたサークル会員が主

催する陶芸教室を支援しました。「陶芸」を通じて自分たちが体験した楽しさや手法を

他の方にも紹介したいと計画したもので、仕上がった作品は「第１２回根形公民館サ

ークル作品展」に展示されました。 

 

（３）市民のニーズに応じた公民館づくり 

公民館の事業・運営について客観的に評価するため、講座参加者へのアンケートや

利用者懇談会を実施しました。 



●　平岡公民館事業一覧

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

No
 実施日
 回数等

参加
延人数

事業費
(千円)

1 通年
地域で取り組
む高齢者講座

12月13日
12月20日

2回
30人 0

2 通年
防災に関する
講座

7月3日
1回

45人 0

3
7月2日～
7月4日
2泊3日

46人 0

シニアのためのス
マートフォン教室
(根形公民館と共
催)

8月8日
1回

9人 0

4
6月9日～
12月7日

7回
50人 35

登録サークル
等を講師とし
た講座

12月26日
1回

19人 0

5
6月20日～
12月21日

6回
54人 38 12

5月31日～
1月30日

8回
117人 23

6
7月23日～
12月9日

5回
86人 45 13

10月21日～
2月24日

5回
69人 107

7 1月7日 104人 0 14
12月3日
2月4日
2回

19人 27

8 3月1日 15
5月31日～
1月30日

9回
174人 42

9
9月2日
1回

62人 0 16
2月22日

1回
15人 0

10 通年 17
11月4日
11月5日
2日間

7,334人 187

18
6月19日～
3月13日

事　　業　　名 事　　業　　名

平岡地区住民会議
活動（名幸ヶ丘の
会）

各種団体
１８団体

11

公
民
館
地
域
連
携
推
進
事
業

青少年相談員支部
活動

平岡地区青少年
相談員
１１人

通学合宿

幼児家庭教育学級
（平川公民館と共
催）

ひらおか地域家庭
教育学級

わくわく女性倶楽
部

ひらおか子ども教
室

国際理解セミナー

成人式

ロビー展示 ７団体

利用者懇談会
定期利用団体
２１団体

ひらおか地域ふれ
あい推進事業

ひらおかシニアセ
ミナー（高齢者教
室）

社会教育推進員活
動

社会教育推進員
１０人

男性のための料理
教室

サークル交流会

平岡公民館文化・
スポーツまつり
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〇 平岡公民館事業の総括 

 

平岡公民館では、平成２９年度市民会館・公民館経営方針に基づき、「地域」「子ども」

「市民」の視点から、社会教育推進員や地区住民会議をはじめ地域の社会教育関係団体

等との連携のもと、「学び つながり 支えあう教育」を推進するため、各種の主催事業

を実施しました。 

 

（１）地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

平岡公民館では、地域の子どもたちを対象に、科学や国際理解の分野とともに、様々

な分野の体験学習の場を提供し、異学年や地域の人々との交流を推進する事業を実施

しました。 

また、地区住民会議や青少年相談員といった青少年の健全育成を目的として活動す

る社会教育関係団体が実施した、地域の子どもたちを対象とした各種事業の実施や登

下校時の見守り活動などを支援しました。 

 

①学校・家庭・地域の連携強化による地域の教育力の向上 

地区住民会議や青少年相談員が実施している「愛のパトロール」など、子どもの安

全を守るための活動を支援しました。 

 

②家庭教育力の向上 

就学前の幼児を持つ保護者を対象とした幼児家庭教育学級及び、小学生の保護者を

対象とした地域家庭教育学級の２つの事業を実施しました。それぞれの学級では、子

どもの発達段階に応じた子育てに関する様々な学習や情報交換の場を提供するととも

に、保護者同士の交流を図ることで家庭教育力の向上を推進しました。 

なお、地域家庭教育学級については、平岡小学校ＰＴＡとの連携により、意見交換

をしながら実施しました。 

 

③地域の拠点づくりの推進 

地域の拠点づくりを推進するため、「ひらおか地域ふれあい推進事業」では平岡地区

の方に講師を依頼し、正月飾り作り・餅つき・黄な粉作りなどの体験を通して、地域

住民の世代間交流を図りました。 

また、地域の青少年教育の拠点づくりを推進するため、「子ども教室」では科学や国

際理解に関する内容をはじめ、様々な分野の内容を組み込んで学びながら、楽しく体

験できる事業を実施しました。 
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（２）市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援 

地域住民の幅広い学習ニーズに応える社会教育の拠点として、また、自己学習から

集団学習へとつなぐ学習の場となるよう各種学級・講座・セミナーを実施しました。

企画や運営については、生涯学習情報の収集と地域住民への提供に努めるとともに、

社会的課題や地域課題及び、地域住民の学習ニーズを反映させるため、社会教育推進

員との連携・協力のもとに実施しました。 

また、公民館サークルに対しては、各種の情報や活動の場を提供するとともに、サ

ークル交流会や文化・スポーツまつり等の開催により、学習成果の発表と団体間の交

流の場を設けるなど活動の支援を行いました。 



  

20 

議題（１）平成３０年度市民会館・公民館の事業計画について 

 

平成３０年度市民会館・公民館経営方針及び重点施策 

 

１．経営方針 

市民会館・公民館は、第２期教育ビジョンの基本目標である「明日を拓く 心豊

かな たくましい 人づくり」の実現に向け、「地域」「子ども」「市民」の視点から、

「学び つながり 支えあう教育」を推進します。 

そのために、地域の持つ課題や社会の変化に応じた課題を十分に把握して、市民、

学校をはじめとした関係機関、各種団体及び社会教育推進員との連携により、市民

の生活や暮らしを豊かにする学習活動を展開します。 

また、「袖ケ浦市みんなが輝く協働のまちづくり条例」による地域コミュニティの

活性化に資する施策を推進するとともに、地域コミュニティによるまちづくりを支

援します。 

 

２．重点施策 

市民会館・公民館は、「地域」「子ども」「市民」に対し今後取り組まなければなら

ない目標を定め、これを遂行するための施策の方向性を重点施策として社会教育の

充実を図ります。 

 

目標１：地域全体で子どもを育む環境づくりの推進 

①学校・家庭・地域の連携強化による地域の教育力の向上を図ります 

(ｱ)地域で子どもを守る体制づくり 

地域で子どもの安全を守るため、子ども安全パトロールなどの取り組みを行う

地区住民会議及び青少年相談員の活動を支援します。 

(ｲ)子どもたちの体験・交流活動等の場づくり 

子どもたちの体験活動、交流活動を行う青少年相談員、子ども会育成会、地区

住民会議及び社会教育関係団体等の諸活動を支援します。 

 

②家庭の教育力の向上を図ります 

(ｱ)家庭の教育力向上のための支援 

子育てに関する学習を通して、同じ世代の子どもを持つ保護者の交友関係を広

げることを目的に、子どもの発達段階に応じた家庭教育学級を開設します。 

なお、より多くの保護者への学習機会の提供と家庭教育学級の PR を兼ねて、

子育てに関する合同講演会を公開講座として引き続き開催します。また、関係機
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関・団体との連携をいっそう深め、学習内容の充実と子育てに関する情報の提供

に努めます。 

平川公民館と平岡公民館では、引き続き「幼児家庭教育学級」を合同で開催し

て参加者同士の交流をより一層進めます。 

(ｲ)子育て支援体制の充実 

ホームページや館報を活用して、家庭教育学級の活動の紹介や子育てサークル

等に関する情報提供を行います。 

 

③地域の拠点づくりを推進します 

(ｱ)公民館における青少年事業の充実 

子どもたちに不足しているといわれている自然体験・社会体験などの機会を提

供します。また、集団での活動により社会生活に必要な規範意識や協調性を身に

つけ、心豊かなたくましい子どもを育成します。 

市民会館では、「子どもチャレンジ教室」を、長浦公民館では「わんぱく教室」

を引き続き開催し、種々の体験活動などを提供します。 

平川公民館では、小学生に様々な体験の場を提供するため「子どもクラブ」を

継続して実施し、公民館サークル・地域団体等との連携を深め内容の充実を図り

ます。 

根形公民館では、文化芸術活動の拠点として、小学生を対象に「花まる絵画教

室（低学年）」や「子ども絵画教室（高学年）」を実施し、子どもたちの豊かな感

性を育むとともに、積極的にその活動を周知します。 

また地域の若者と協働で、将来、地域を担う仲間となる青少年が集い、交流し、

育ちあう場所となる「ねがたオープンキャンパス（ねこまろ）」を開催します。 

平岡公民館では、自然体験や社会体験の機会を提供するとともに、外国の文化

や歴史に関心を持ち国際理解に役立つような、市内小学生を対象にした「こども

教室」を地域団体や人材、他の公民館と連携して実施します。 

(ｲ)地区住民会議への支援 

通学合宿・デイキャンプ・世代間交流事業や子ども安全パトロール等、地域で

青少年の健全育成に取り組む地区住民会議への支援を引き続き実施します。 

また、長浦公民館では、長浦地区住民会議ながうら青空の会とともに「自分の

地域は自分でつくる！地域支援づくり事業」を通して、地域住民自らが生活課題

をはじめとする地域課題に取り組みやすくする仕組みづくりの支援を継続して実

施します。 
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目標２：市民一人ひとりの生涯を通じた学習の支援 

①生涯学習推進体制の充実を図ります 

(ｱ)生涯学習に関する情報の収集と活用の推進 

生涯学習に関する情報を収集し、学習相談への対応を図ります。また、ホーム

ページをさらに充実し館報の発行とあわせて、公民館活動の広報を積極的に進め

ます。 

(ｲ)社会教育関係団体の活動への支援 

利用者懇談会を開催し、市民会館・公民館の経営方針や事業運営についての理

解を図るとともに、公民館登録サークル等社会教育関係団体の活性化と自主的な

運営を支えるための支援を行います。 

市民会館では、会員の減少や高齢化が見られるサークルを支援するため、引き

続き新たな会員確保の機会となるよう体験会実施の働きかけを行いサークルの継

続化と活性化を支援します。 

根形公民館では、各サークルへ講座等の講師を積極的に依頼するとともに「ね

こまろ」等の事業への参加を呼びかけ、サークル活動の紹介と会員の確保を支援

します。 

平岡公民館では、サークル同士がお互いの活動を紹介しながら交流を図る場、

地域の方々に平岡公民館で活動するサークルの活動を紹介する場として、サーク

ル交流会を継続して実施します。 

 

②人と人をつなぐ社会教育の充実を図ります 

(ｱ)市民への学習機会の提供と地域と連携した公民館活動の充実 

市民の幅広い学習ニーズに応える社会教育の拠点として、社会教育推進員の参

画により、それぞれの地域の特性に応じた学級・講座を開催します。また、地域

の活動拠点として、関係行政機関や地域の各種団体、公民館登録サークル等と連

携・協力を図るとともに、公民館運営審議会の意見を聴きながら引き続き事業運

営にあたります。 

市民会館では、「さわやかセミナー（働きざかりの男塾）」を社会教育推進員の

企画により引き続き実施し、現役世代の男性の地域デビューと公民館の利用の促

進について検討します。 

平川公民館では、庭木の手入れに必要な知識や技能を身につけ、生活の向上に

役立てていくことを目的に、新規事業として「庭木の手入れ入門講座」をシルバ

ー人材センターとの共催で実施します。また、ユースカフェ『３あい「であい ま

なびあい わかちあい」事業』を引き続き実施し、公民館利用の少ない２０代か

ら４０代を対象にした講座を開催し、出会いと交流の場を提供していきます。 
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長浦公民館では、「自分の地域は自分でつくる！地域支援づくり事業」として、

長浦地区住民会議ながうら青空の会と共催し、公民館で地域住民が気軽に交流で

きる「溜まり場」などを開催し、後継者となる人材の掘り起こしをはじめとする

地域支援の仕組みづくりについて引き続き検証するものです。また、自然環境や

生活環境に対する意識を高めることを目的とし、市民の視点に立った内容の「環

境講座」を企画し引き続き実施します。 

根形公民館では、災害時において、参加者自身が自助・共助により生き延びて

いくノウハウを学ぶことを目的に、避難所となる公民館で「炊き出し体験」を引

き続き実施していきます。 

平岡公民館では、「地域ふれあい推進事業」を世代間交流等を目的とした事業展

開について見直しを行います。 

(ｲ)利用者ニーズに沿った施設の改修と整備 

市民が利用しやすく安心で安全な施設を提供するために安全点検日を設け、施

設の定期的な安全点検を実施し適切な維持管理に努めます。また、市民会館では、

大ホール棟の外壁及び屋根の改修工事を実施します。長浦公民館では、エレベー

ター及び多目的ホール床改修工事を実施します。平川公民館富岡分館では、多目

的ホールの吊天井等耐震対策工事を実施します。 

災害時には地域住民の避難所、福祉避難所としての機能を果たすため、その円

滑な運営に向けて準備を継続します。 

 

③地域に根ざす文化・芸術活動を推進します 

(ｱ)文化・芸術振興のための市民活動の支援 

市民会館・公民館では、市民だれもが郷土の芸術に親しみながら教養を高め、

創造することを楽しむとともに、社会教育関係団体等の発表機会や交流の場を提

供します。 

さらに、文化芸術活動の振興として市民会館・根形公民館は、社会教育関係団

体等との共催による文化・芸術事業を展開します。 

市民会館では、引き続き音楽協会との共催による「市民音楽フェスティバル」

と文化協会との共催による「芸能文化まつり」を開催します。また、新たに公益

財団法人千葉県文化振興財団との共催により、年齢制限を設けず、親しみやすく

子どもが理解しやすい「親子 de オペラ鑑賞デビュー」を開催し、次代の文化の担

い手の育成を図ります。 

長浦公民館では、わが国の伝統音楽である邦楽を子どもや市民が自ら演奏して

楽しむ機会を提供するため「長浦ジュニアお琴・尺八教室」を開催するとともに、

音楽協会の団体と連携し、子どもの文化芸術活動の充実と邦楽の継承者育成を図
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ります。 

根形公民館では、実行委員会が主体となり「サークル作品展」を開催し、主催

事業や公民館を拠点として活動する芸術・工芸分野のサークルの学習成果を発表

する機会とします。 

 

目標３：市民のニーズに応じた市民会館・公民館づくり 

①公民館運営審議会の充実 

公民館事業の企画や公民館の諸課題について提案をし、公民館運営審議会の意見

を反映しながら公民館運営の充実を図ります。 

 

②運営評価への取り組み 

「第二期袖ケ浦市教育ビジョン」に掲げた目標、施策を実現するため各館で行って

いる事務事業について、その事務の運営・執行状況がどのようなものであったかを点

検・評価するため、各年度が終了した後に「施策の取り組み状況」シートを作成し、

当該年度の点検・評価を行っています。事業の成果・効果、課題や今後の対応などを

考察し、効果的でよりよい事業運営に努めます。 

 

③職員の資質の向上 

公民館職員の資質の向上のため、君津地方公民館連絡協議会などの研修に積極的

に参加します。また、各館の事業担当者による会議や研修会等により職員間の情報

共有と新任職員への事業運営や施設管理の基本的な知識の習得を図ります。 

 

④公民館施設の利用促進 

ロビーなど誰でも利用できる場所をオープンスペースとして開放し、公民館施設

の利用を促進します。 

市民会館ではフリースペース、長浦公民館、平川公民館及び平岡公民館ではロビ

ーを開放し子どもから高齢者までの学習や憩いの場を提供します。また、根形公民

館では和室など一部の施設について開放日を設け、乳幼児を抱えた保護者や夏休み

中の子どもなどが気軽に利用できる場を提供し、各公民館が地域の住民にとって身

近で、人の集まる、地域の拠点としての公民館をめざします。 

 



目　　標 施策の方向性 施　　策 事　　　業　　　名 公民館名

地区住民会議の活動の支援

青少年相談員支部活動の支援

子ども会育成会支部活動の支援

青少年相談員の何でもチャンピオン大会の支援 全　　　　館

小学生ドッジボール大会の支援 長浦公民館

地区住民会議の世代間交流事業の支援 市民会館

地区住民会議のあおぞらクラブの支援 長浦公民館

地区住民会議のデイ・キャンプの支援 平川・長浦・根形公民館

地区住民会議の花いっぱい活動の支援 平川公民館

地区住民会議の通学合宿の支援
市民会館・長浦・平岡公
民館

乳幼児家庭教育学級 市民会館・根形公民館

幼児家庭教育学級 平川・長浦・平岡公民館

地域家庭教育学級 全　　　　館

中学校家庭教育学級
市民会館・平川・長浦・
根形公民館

親業訓練入門講座 市民会館

(ｲ)子育て支援体制の
充実

ホームページ・館報の作成 全　　　　館

子どもチャレンジ教室

子ども映画会

子どもクラブ

ユースカフェ（青年教室）

わんぱく教室

長浦ジュニアお琴・尺八教室

花まる絵画教室

子ども絵画教室

ねがたオープンキャンパス（ねこまろ）

子ども教室 平岡公民館

成人式 全　　　　館

子ども安全パトロール、夏季愛のパトロールの支援 全　　　　館

冬季愛のパトロールの支援 平川・根形公民館

世代間交流事業の支援（再掲） 市民会館

花いっぱい活動の支援（再掲） 平川公民館

あおぞらクラブの支援（再掲）

小学生ドッジボール大会の支援（再掲）

デイ・キャンプの支援（再掲） 平川・長浦・根形公民館

通学合宿の支援（再掲）
市民会館・長浦・平岡公
民館

関係機関・団体の学習情報の収集

ホームページの作成（再掲）

館報の発行（再掲）

窓口での学習相談

ちば予約システムの利便性の向上

利用者懇談会

社会教育関係団体・サークル活動の支援

サークル交流会 平岡公民館

社会教育推進員活動

公民館地域連携推進事業
　○ 地域で取組む高齢者講座
　○ 防災に関する講座
　○ 初級パソコン講座・スマホ講座
　○ 登録サークル等を講師とした講座

女性セミナー

乳幼児家庭教育学級（再掲）

地域家庭教育学級（再掲）

中学校家庭教育学級（再掲）

親業訓練入門講座（再掲）

平成３０年度　市民会館・公民館事業一覧

（１）地域全体で子
どもを育む環境づく
りの推進

①学校・家庭・地
域の連携強化によ
る地域の教育力の
向上

(ｱ)地域で子どもを守
る体制づくり

全　　　　館

(ｲ)子どもたちの体
験・交流等の場づく
り

②家庭教育力の向
上

(ｱ)家庭の教育力向上
のための支援

③地域の拠点づく
りの推進

市民会館

平川公民館

長浦公民館

根形公民館

(ｲ)地区住民会議への
支援

長浦公民館

(ｱ)公民館における青
少年教育推進事業の
充実

市民会館

（２）市民一人ひと
りの生涯を通じた学
習の支援

①生涯学習推進体
制の充実

(ｱ)生涯学習に関する
情報の収集と活用の
推進

全　　　　館

(ｲ)社会教育関係団体
の活動への支援

全　　　　館

②人と人をつなぐ
社会教育の充実

(ｱ)市民への学習機会
の提供と地域と連携
した公民館活動の充
実

全　　　　館
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目　　標 施策の方向性 施　　策 事　　　業　　　名 公民館名

さわやかセミナー

単発講座

昭和ふれあい教室（高齢者教室）

花咲け！女性シェフ応援事業

女性セミナー

幼児家庭教育学級（再掲）

地域家庭教育学級（再掲）

中学校家庭教育学級（再掲）

ものづくり講座

園芸講座

庭園講座

うぐいす学級（高齢者教室）

自分の地域は自分でつくる！地域支援づくり講習会

女性セミナー

男性セミナー

幼児家庭教育学級（再掲）

地域家庭教育学級（再掲）

中学校家庭教育学級（再掲）

環境講座

健康生き生き塾

ながうら雑学塾

長浦さわやかスクール（高齢者教室）

女性セミナー

乳幼児家庭教育学級（再掲）

地域家庭教育学級（再掲）

中学校家庭教育学級（再掲）

成人絵画教室

地域再発見講座

根形ニコニコ教室（高齢者教室）

わくわく女性倶楽部

幼児家庭教育学級（再掲）

地域家庭教育学級（再掲）

国際理解セミナー

ひらおかハッピータイム（地域交流事業）

ひらおかシニアセミナー（高齢者教室）

施設安全点検

施設維持管理

避難訓練

利用者懇談会（再掲）

市民会館・公民館まつり

ロビー展示

市民音楽フェスティバル

芸能文化まつり

親子deオペラ鑑賞デビュー

舞台コーディネーター養成講座

お正月飾りづくり講習会 長浦公民館

根形公民館サークル作品展 根形公民館

①公民館運営審議
会の充実

公民館運営審議会

②運営評価への取
り組み

教育委員会の点検・評価

館長会議・社会教育機関連絡調整会議・担当者会
議・館内会議

君津地方社会教育研究会・君津地方公民館連絡協議
会・千葉県公民館連絡協議会の研修

オープンスペースとしてのロビーの活用 全　　　　館

フリースペースなどによる施設の開放 市民会館・根形公民館

（３）市民のニーズ
に応じた市民会館・
公民館づくり

全　　　　館

③職員の資質の向
上

④公民館施設の利
用促進

平岡公民館

(ｲ)利用者ニーズに
沿った施設の改修と
整備

全　　　　館

②人と人をつなぐ
社会教育の充実

③地域に根ざす文
化・芸術活動の推
進

(ｱ)文化・芸術振興の
ための市民活動の支
援

全　　　　館

市民会館

（２）市民一人ひと
りの生涯を通じた学
習の支援

平川公民館

長浦公民館

根形公民館

(ｱ)市民への学習機会
の提供と地域と連携
した公民館活動の充
実

市民会館
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（千円）

No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

1
地区住民会議（坂戸の森み
どりの会）活動の支援

各種団体との協働により、青少年
の健全育成を地域をあげて推進す
るための活動を支援します。

通年
昭和地区各種
団体22団体

2
青少年相談員支部活動の
支援

青少年の健全な育成を推進する
ため、青少年相談員の支部活動を
支援します。

通年
昭和地区青少
年相談員14人

3
子ども会育成会支部活動
の支援

子ども会の自主性を尊重しながら
支部活動を援助します。

通年
単位子ども会
8団体

4 世代間交流事業の支援
地域の様々な技術や技能を持っ
た方々の指導により、子供たちとの
世代間交流を図ります。

12月
1回

昭和地区の高
齢者と親子

5 通学合宿の支援

市民会館に宿泊し共同生活をし
ながら学校に通うことにより、連帯感
を深め、自立心、忍耐力などを向上
させ、たくましい心と身体を育みま
す。

9月
昭和地区の小
学生

6
乳幼児家庭教育学級
（うたたねハッピーくらぶ）

幼児の保護者を対象に、家庭教
育に関する学習と、学級をとおして
地域に根ざした仲間づくりを目的と
します。（市民会館・根形公民館合
同）

6月～1月
11回

就学前の幼児
を持つ保護者
20人

25

7 地域家庭教育学級
小学生の保護者を対象に、、講演
会や創作活動などの家庭教育の学
習と仲間づくりを行います。

6月～2月
4回

昭和地区の小
学生の保護者
20人

15

8 中学校家庭教育学級
学級の企画、運営をとおして、ＰＴ
Ａの主体性の向上を図ります。

6月～12月
4回

昭和中学校生
徒の保護者40
人

45

9 親業訓練入門講座

体験学習を通じて、参加者自身
が親としての役割や子どもとのコミュ
ニケーションについて考え、見つめ
直す場とします。

9月
2回

2歳から高校生
までの子を持
つ保護者20人

107

10 子どもチャレンジ教室
創作活動や自然体験などを通じ、
仲間づくりや自立心及び協調性を
育みます。

5月～1月
8回

昭和地区の小
学4年～6年生
40人

36

11 子ども映画会
幼児・児童を対象に、視聴覚教育
をとおして健全な育成を図ります。

8月
1回

幼児・児童 0

◎館報やホームページなどの情報発信の工夫に努め、昭和地区の学習拠点として多くの住民に利用される施
設を目指します。また、各種団体と連携して、青少年健全育成や芸術文化の振興活動を支援します。

平成３０年度市民会館事業計画
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

12 成人式
成人となったことを自覚し、自ら生
き抜こうとする青年を祝い、励ましま
す。

1月13日

H10.4.2 ～
H11.4.1に生ま
れた昭和地区
の新成人

679

13 利用者懇談会

定期利用団体を対象に、市民会
館の事業運営についての理解と
サークル活動の意義について考え
る機会とします。

3月
1回

定期利用団体 0

14 社会教育推進員活動
地域住民の代表として､会館事業
の企画、運営を職員とともに行いま
す。

通年
社会教育推進
員10人

0

〇地域で取り組む高齢者講座
時期・回数
未定

昭和地区の高
齢者

21

〇防災に関する講座
時期・回数
未定

昭和地区の小
学生

22

〇初級パソコン講座
時期・回数
未定

昭和地区の高
齢者

0

〇登録サークル等を講師とした講
座

時期・回数
未定

昭和地区の方 13

16 女性セミナー

社会的課題や身近な生活課題を
取り上げ、女性の社会参加と生き方
を考えると共に、仲間づくりを図りま
す。

6月～1月
7回

昭和地区成人
女性40人

20

17 さわやかセミナー

仲間と交流し情報交換しながら健
康増進をはかることを目的とし、社
会教育推進員が中心となって企
画・運営します。

10月～12月
3回

市内在住・在
勤の40～60歳
代の男性30人

12

18 単発講座

地域住民の潜在的な学習意欲を
掘り起こし、学習をとおした生活改
善、地域の仲間づくり等が活発に
行われる「きっかけ」の場と機会の
提供を目指します。

時期・回数
未定

昭和地区の成
人

20

19
昭和ふれあい教室（高齢者
教室）

健康で充実した生活が送ることが
できるよう、学習や交流活動をとお
して、生きがいづくりと仲間づくりを
行います。

5月～1月
8回

昭和地区の60
歳以上の方100
人

51

20
花咲け！女性シェフ応援事
業

市民会館レストランを教育施設と
して活用し、女性の社会的自立と
飲食店起業を支援します。

時期・回数
未定

市内で飲食店
の起業・経営を
考えている女
性

61

21
第31回市民会館まつり
（文化協会後援）

地域住民が郷土の文化芸術に親
しむ機会とするとともに、定期利用
者などの学習成果の発表の場とし、
地域の交流を図ります。

11月3日
11月4日
（２日間）

市民 537

15 公民館地域連携推進事業

公民館５館を結ぶ共通講座として実施し、高齢者の健康増進、地域のき
ずなの構築を図ります。
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

22 ロビー展示
グループ・サークル等が日頃の学
習成果を発表し､市民が芸術作品
に親しむ場とします。

通年
各種団体
市内小中学校

0

23
第37回市民音楽フェスティ
バル（音楽協会との共催）

市内のアマチュア音楽グループ・
サークルの交流を深めるとともに、
市民が音楽に親しむことにより、豊
かな情操を養います。なお、今年度
は市民三学大学との共催で実施し
ます。

11月25日 市民 338

24
第31回芸能文化まつり
（文化協会との共催）

芸能文化活動の普及並びに、芸
能文化の交流を通して市民の親睦
と融和を図ります。

1月27日 市民 77

25 親子ｄｅオペラ鑑賞デビュー

子どもたちが優れた文化芸術に
接することにより、感受性豊かな心
を育み、将来のちば文化の担い手
になってもらうように鑑賞の機会を
提供します。

5月13日 市民 0

26
舞台コーディネーター養成
講座

大ホール設備の有効活用のた
め、大ホール機器等の操作できる
技術者の育成を行います。

10月～2月
4回

大ホール利用
者及び一般市
民15人

60

27 公民館運営審議会

社会教育法第29条に基づき、公
民館における各種の事業の企画、
実施についての調査審議を行いま
す。

4月～3月
5回

委員12人 471

計 2,610
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（千円）

No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

1
地区住民会議（中富ふれあ
いの会）活動の支援

青少年育成袖ケ浦市民会議の下
部組織として地区住民会議を組織
し、青少年育成事業活動を支援し
ます。

通年
中富地区各種
団体19団体

2
青少年相談員支部活動の
支援

青少年の健全な育成を推進する
ため、青少年相談員の地区活動を
支援します。

通年
中富地区青少
年相談員
9人

3
子ども会育成会支部活動
の支援

子ども会の自主性を尊重しながら
支部活動を援助します。

通年
単位子ども会
５団体

4
幼児家庭教育学級
（すまいる学級）

幼児期における家庭の役割や家
庭教育について学習し、地域ぐる
みの子育てを進めます。(平川・平
岡公民館合同)

6月～12月
8回

2歳から就学前
の幼児を持つ
保護者20人

平岡で計上

5 中富地域家庭教育学級
健全な子どもを育てるための家庭
や地域の役割を学習し、地域ぐる
みの子育てを進めます。

6月～12月
5回

中富地区の小
学生の保護者
30人

19

6 平川中学校家庭教育学級

中学校期の成長の場として、家
庭・学校さらに地域があり、その役
割を認識し、健全な中学生の育成
に努めます。

6月～12月
5回

平川中学校生
徒 の 保 護 者
延べ100人

45

7 子どもクラブ
体験を通して、自然と親しむ心を
高めるとともに、様々な学習を行い
ながら、交流を図ります。

5月～１２月
7回

中富・平岡地
区の小学4～6
年生　30人

41

8 ユースカフェ（青年教室）
調理や市内外の話題スポット巡り
などを行い、若い世代の自然な出
会いの場と交流の場を作ります。

６月～1２月
５回

市内在住・在
勤の20～40代
20人

40

9 成人式

成人となったことを自覚 し、自ら
生き抜こうとする青年を祝い、より豊
かな人生が築けるように、新成人に
よる自主的な運営します。

１月13日
１回

H10.4.2 ～
H11.4.1に生ま
れた中富・平岡
地区の新成人

市会で計上

10 利用者懇談会

登録サークル・定期利用団体を対
象に公民館の管理・運営について
協力を促すとともに、活動の活性化
を図りサークルの育成に努めます。

３月
１回

登録サークル・
定期利用団体

0

11 社会教育推進員活動

公民館活動のリーダーとして企画
運営の協力を得て、地域の活性化
に努めて新しい公民館づくりを目指
します。

通年
社会教育推進
員　10人

0

◎平川地区・袖ケ浦市の環境と人材を活かした事業を展開し、地域の人々の学びと交流の支援を行い、ふれ
あいとコミュニケーションの場、生涯学習の拠点となる公民館をめざします。

平成３０年度平川公民館事業計画
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

○地域で取り組む高齢者講座
時期・回数
　未定

中富地区の60
歳以上の方

14

○防災に関する講座（中富ふれあ
いの会デイキャンプと共催）

8月11日
中富・平岡地
区 の 小 学 生
80人

234

○初級パソコン講座
9月～10月
5回

市内在住・在
勤成人20人

96

○登録サークル等を講師とした講
座

時期・回数
　未定

未定 8

13 女性セミナー

女性自身の生き方が多様化して
いる現在、日常生活における趣味
や教養、健康に関することなど、身
近な課題をとりあげて学習しながら
仲間づくりを行います。

5月～1月
7回

中富地区の成
人女性30人

48

14 ものづくり講座
ものづくりを通して、専門的な知
識・教養を深め、より良い地域づくり
を目指します。

9月以降
4回

市内成人 20

15 園芸講座

花木・果樹・野菜の栽培方法や手
入れなどの知識や手法を学んで、
暮らしの中で花と緑を楽しむととも
に、仲間づくりを行います。

5月～2月
4回

市内在住・在
勤成人30人

25

16 庭園講座（新）

庭園や造園を学びたい成人を対
象に、基本的な技能を身に着け、
生活向上に役立てていくとともに、
よりよい地域づくりを目指します。

6月～11月
5回

市内在住・在
勤成人15人

22

17 うぐいす学級（高齢者教室）

高齢者が健康で充実した生活を
送れるように、学習や交流活動を通
して一人ひとりの生きがいを促進す
るとともに、仲間づくりも行います。

６月～２月
７回

中富地区の60
歳以上の方
50人

28

18 第32回平川公民館まつり

団体活動や主催事業の学習成果
を発表する機会とするとともに、模
擬店等各種イベントにより地域住民
の交流の場とします。

11月10日
11月11日
（２日間）

市民 170

19 ロビー展示
各種団体・サークルの学習成果を
発表する場とし、併せて市民が芸
術作品に親しむ機会をします。

通年
各種団体
市内小中学校

0

計 810

公民館地域連携推進事業12

継続した学習活動を行うことによって、地域のまちづくり活動へ発展させ
ていくための仕組みを作ります。各地区の拠点施設である公民館の持つ地
域連携の機能を生かし、幅広い年代向けの講座を実施していきます。
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（千円）

No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

1
長浦地区住民会議（ながう
ら青空の会）活動の支援

各種団体との協働により、青少年
の健全育成を地域をあげて推進す
るための活動を支援します。

通年
長浦地区各種
団体
19団体

2
青少年相談員支部活動の
支援

青少年の健全育成を推進するた
め、青少年相談員の支部活動を支
援します。

通年
長浦支部青少
年相談員
22人

3
子ども会育成会支部活動
の支援

子ども会の自主性を尊重しながら
支部活動を支援し、子どもの健全
育成を図ります。

通年
単位子ども会
5団体

4 通学合宿の支援

公民館に宿泊し共同生活をしな
がら学校に通うことにより、連帯感を
深め、自立心、忍耐力などを向上さ
せ、たくましい心と身体を育みま
す。

9月16日
9月24日

 ～
9月26日
（2泊3日）

長 浦 ・ 蔵 波 地
区の小学4～6
年生
40人

5 幼児家庭教育学級

子育てにおける親と子の接し方や
子どもの発達について学習しなが
ら、学級生相互の仲間づくりをしま
す。

6月～1月
7回

2歳から小学校
就学前の幼児
を持つ保護者
20人

30

6 地域家庭教育学級

子どもの成長の場としての家庭や
地域の役割を認識し、家庭教育の
原理・手法の習得を図り、地域ぐる
みの子育てを推進します。

5月～1月
7回

長 浦 ・ 蔵 波 地
区の小学生を
持つ保護者
30人

25

7 中学校家庭教育学級

　中学校期における家庭・地域の役
割を認識し、家庭教育の原理・手法
の習得を図り、地域ぐるみの子育て
を推進します。

6月～2月
2校×5回

長 浦 ・ 蔵 波 地
区の中学生を
持つ保護者

90

8 わんぱく教室

小学生を対象として、異なる学
校・学年の子ども達の交流や遊び、
移動教室、料理、スポーツなどの
様々な体験の場を提供します。

5月～12月
8回

長 浦 小 ・ 蔵 波
小の4～6年生
50人

35

9
長浦ジュニアお琴・尺八教
室

小学生を対象として、琴・尺八の
演奏技術の習得を図り、日本の伝
統音楽である邦楽の継承者を育成
します。

5月～2月
14回

長 浦 小 ・ 蔵 波
小・昭和小・奈
良輪小の4～6
年生
新規17人

0

10 成人式
成人となったことを自覚し、自ら生

き抜こうとする青年を祝い、励ましま
す。

1月13日

H10.4.2 ～
H11.4.1に生ま
れた長浦・蔵波
地区の新成人

市会で計上

平成30年度長浦公民館事業計画

◎ “温もりと喜びが集う公民館” 人と人が交流する中で温もりを感じるとともに、学ぶ喜びや創造する喜びを共
有し、ワクワクしながら集う公民館をめざします。
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

11 利用者懇談会

定期的に利用する団体及びサー
クルを中心に、公民館の経営方
針、事業運営に理解を促すと共に
団体活動の活性化を図ります。

3月
1回

各 種 団 体 、
サークル

0

12 社会教育推進員活動

公民館事業の企画運営を職員と
共に行い、民間リーダーの英知を
結集し、市民参画による公民館づく
りを目指します。

通年
社会教育推進
員１０人

0

地域で取り組む高齢者講座 未定
長 浦 ・ 蔵 波 地
区在住の65歳
以上の方

20

防災に関する講座 未定
長 浦 ・ 蔵 波 地
区の方

22

初級パソコン講座 未定
市 内 在 住 ・ 在
勤の成人
20人

スマホ講座 未定

市内在住でお
おむね70歳くら
いまでの方
20人

登録サークル等を講師とした講座 未定 未定 7

14
自分の地域は自分でつく
る！地域支援づくり講習会

青少年の課題を解決するための
方法を体系的・専門的に学習し、青
少年育成に携わる後継者を育成し
ます。

未定
地域の青少年
育成者等

50

15 女性セミナー
日常生活の中で役立つ食や趣味

など、女性の視点にたって学習し、
仲間づくりをします。

5月～1月
8回

長浦地区の成
人女性
50人

47

16 男性セミナー

ウォーキングなどの軽運動や料理
教室などを通じて交流を図り、よりよ
い地域でのネットワークづくりを目
指します。

6月～12月
6回

市 内 在 住 ・ 在
勤成人男性
30人

32

17 環境講座

日常生活でのゴミ問題をはじめ資
源リサイクルや環境保全について
意識を高め、生活環境の見直しと
改善を進めます。

10月～1月
3回

市 内 在 住 ・ 在
勤成人30人

25

18 健康生き生き塾
健康づくりのための学習や自宅で

もできる運動をしながら講座生同士
の交流を図ります。

5月～11月
5回

40～70代の方
（ 長 浦 地 区 優
先）
30人

23

19 ながうら雑学塾
趣味・教養・実学など日常生活に

即して幅広く学習します。
10月～2月

5回

成 人 （ 長 浦 地
区優先）
30人

23

公民館５館を結ぶ共通講座として実施し、高齢者の健康増進、地域のき
ずなの構築を図ります。

公民館地域連携推進事業13

101
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

20
長浦さわやかスクール（高
齢者教室）

健康で明るい高齢期を過ごすた
めに、心と身体の健康や地域社会
での役割等に関する学習、地域の
交流活動を行います。

5月～2月
10回

長浦地区の60
歳以上の方
250人

74

21 長浦公民館まつり

公民館定期利用者の学習成果を
地域に還元するため、定期利用者
の発表の場を設けます。また、まつ
りを通じて地域住民の楽しい交流を
図ります。

11月10日
11月11日
（2日間）

市民 337

22 ロビー展示

各種文化活動団体・サークル等
の活動成果の発表の場とすると共
に、芸術文化に対する理解と認識
を深めます。

通年
各 種 団 体 、
サークル、市内
小中学校

0

23 お正月飾りづくり講習会
お飾りを飾って新年を迎えるわが

国の伝統行事を大切にするため、
お正月飾りの作り方を学びます。

12月
1回

市 内 在 住 ・ 在
勤成人25人

12

計 953
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（千円）

No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

1
地区住民会議（根っ子の
会）活動の支援

根形地区の青少年健全育成を目
的として、地域全体として参加でき
る事業活動を支援します。

通年
根形地区の各
種団体
20団体

2
青少年相談員支部活動の
支援

青少年の健全育成を推進するた
め、青少年相談員根形支部の活動
を支援します。

通年
青少年相談員
根形支部
8人

3
子ども会育成会支部活動
の支援

子ども会の自主性を尊重しながら
活動を支援し、子どもの健全な育成
を図ると共に、支部活動事業支援
を行います。

通年
単 位 子 ど も 会
6団体

4
乳幼児家庭教育学級
（うたたねハッピーくらぶ）

子育てについての情報や悩み等
を共有し仲間づくりをするとともに、
保護者の社会参加の窓口としま
す。（根形公民館・市民会館合同）

6月～１月
11回

0歳から就学前
の幼児を持つ
保護者20人

22

5 地域家庭教育学級

小学校期の子どもの成長の場と
しての家庭、地域の役割を認識し、
家庭教育のあり方・手法を学び、地
域ぐるみの子育てを支援します。

6月～12月
5回

根形地区の小
学生の保護者
20人

11

6 中学校家庭教育学級

中学校期における家庭、地域の
役割や家庭教育のあり方・手法を
学習すること を目的として、根形中
学校ＰＴＡ と連携して事業を進めま
す。

6月～12月
5回

根形中学校生
徒の保護者
20人

45

7 花まる絵画教室

自主自立を保ちながら集団の中
で協調し、創造性や情緒豊かな人
間性を養うことを目指して、水彩画
の基礎的な学習と、学校外での仲
間づくりを行います。

6月～12月
6回

市 内 小 学 1 年
～3年生16人

35

8 子ども絵画教室
水彩画を学びながら友達づくりと

豊かな感性を養うことを目的としま
す。

5月～2月
9回

市 内 小 学 4 年
～6年生16人

56

9
ねがたオープンキャンパス
（ねこまろ）

地域の青年と小学生及び根形公
民館登録サークル等との交流の場
を創り出すとともに、夏休みの児童
生徒の安全な居場所とふれあいの
場を設けます。

①8月 8日
～10日

②8月25日
～26日

計5日間

N.O.C
根形地区の青
少年及び登録
サ ー ク ル 会員
等

19

10 成人式
成人となったことを自覚し、自ら生

き抜こうとする青年を祝い、励ましま
す。

1月13日

H10.4.2 ～
H11.4.1に生ま
れた根形地区
の新成人

0

◎人々の暮らしと地域に根ざした社会教育機関として、住民の学習をとおして、行政や関係団体との連携・協
力により、住民の自治能力を高めることを目指して事業を展開していきます。

平成30年度根形公民館事業計画
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

11 利用者懇談会

定期利用団体を対象に、公民館
の事業運営とサークル活動につい
て理 解を 促し 、活動の活性化と
サークルの育成に努めます。

3月
1回

定期利用団体 0

12 社会教育推進員活動
公民館の各種事業の企画・運営

及び、地域住民の学習ニ－ズの把
握と実施をサポートします。

通年
社会教育推進
員10人

0

〇地域で取り組む高齢者講座
時期未定

2回

根形地区の60
歳以上の方20
人

21

〇防災に関する講座
時期未定

1回
未定 22

〇初級パソコン講座
（スマホ安全教室）

時期未定
1回

市内高齢者20
人

3

〇登録サークル等を講師とした学
級や講座

時期未定
1回

未定 12

14 女性セミナー
学習や体験を通して、自分と家族

や地域との関わりを考え、仲間作り
をします。

5月～2月
7回

根形地区成人
女性24人

30

15 成人絵画教室
初心者を対象に、油絵と水彩画

の基本的な知識・技術の習得を図
ります。

5月～2月
10回

市 内 在 住 ・ 在
勤成人15人

57

16
単発講座
（移動絵画教室）

優れた絵画作品展の鑑賞及び野
外等においてスケッチを行い、絵画
に親しむきっかけづくりとします。

３月
１回

市 内 在 住 ・ 在
勤成人30人

5

17 地域再発見講座
地域に残された資料をもとに、民

俗行事や歴史や自然について学
習し、地域の再発見を楽しみます。

5月～2月
8回

市 内 在 住 ・ 在
勤成人20人

42

18
根形ニコニコ教室（高齢者
教室）

元気で心豊かな生活を送るため、
健康、交通安全、消費者詐欺、音
楽鑑賞会など、幅広い学習を行い
ます。

5月～2月
10回

根形地区の60
歳以上の男女
70人

38

19 第32回根形公民館まつり

郷土の文化に親しみながら教養
を高め、創造力を培う場とするととも
に、講座制、利用者等の学習成果
発表の場とします。また、各種催し
を通して、幼児から高齢者が集う世
代間交流の場とします。

11月3日(土)
11月4日(日)

（2日間）
市民 312

20 ロビー展示

各種団体及び根形小・中学校の
日頃の学習成果を発表する場を提
供するとともに、主催講座の成果を
発表する機会とします。

通年
各種団体
根 形 小 ・ 中 学
校

1

13 公民館地域連携推進事業

継続した学習活動を行うことによって、地域のまちづくり活動へ発展させ
ていくための仕組みを作ります。
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

21
根形公民館サークル作品
展

根形公民館で活動する美術・工
芸関係サークル等の創作活動成果
を発表する場とするとともに、参加
者相互の交流を促します。

3月

根形公民館で
活動する美術・
工芸関係サー
クル等

0

計 618
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（千円）

No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

1
地区住民会議（名幸ヶ丘の
会）活動の支援

家庭、学校、地域社会が一体とな
り、地域に密着した実践活動を通し
て青少年の健全育成を図るための
活動を支援します。

通年
平岡地区
各種団体
18団体

2
青少年相談員支部活動の
支援

青少年の健全育成を推進するた
め、青少年相談員の支部活動を支
援いたします。

通年
平岡支部
青少年相談員
１１人

3
子ども会育成会支部活動
の支援

子ども会の自主性を尊重し、子ど
も会活動を支援します。

通年
単位子ども会
９団体

4 通学合宿の支援

平岡公民館に宿泊し共同生活を
しながら学校に通うことにより、連帯
感を深め、自立心、忍耐力などを向
上させ、たくましい心と身体を育み
ます。

7月
平岡地区の小
学生

5
幼児家庭教育学級
（すまいる学級）

幼児期における家庭の役割や家
庭教育について学習し、地域ぐる
みの子育てを進めます。（平岡・平
川公民館合同）

6月～2月
8回

２歳から就学前
の幼児を持つ
保護者
20人

62

6 地域家庭教育学級
小学生を持つ保護者を対象に、

少年期の成長に必要な家庭環境に
ついて学習します。

6月～12月
6回

平岡小学校
児童の保護者
20人

50

7 子ども教室

自然体験や社会体験の機会を提
供します。(科学実験・体験や外国
の文化や歴史に関心を持ち国際理
解に役立つような内容も取入れて
実施)

7月～2月
6回

市内小学生
30人

29

8 成人式
成人となったことを自覚し、自ら生

き抜こうとする青年を祝い、励ましま
す。

1月13日

H10.4.2 ～
H11.4.1に生ま
れた平川地区
の新成人

市会で計上

9 利用者懇談会

定期利用団体を対象に、公民館の
事業運営についての理解を深める
とともに、サークルの活性化と育成
に努めます。

3月
1回

定期利用団体 0

10 社会教育推進員活動

社会教育の推進を図るため、地
域住民の代表として､公民館事業の
企画、運営を職員とともに行いま
す。

通年
社会教育推進
員１０人

0

11 サークル交流会
公民館定期利用団体同士の交流

と各団体の活動のPRを図ることを目
的として開催します。

6月
定期利用団体
地域住民

0

平成３０年度平岡公民館事業計画

◎地域住民の学習ニーズや地域の実情に応じ、様々な学習機会や世代間の交流の場を提供するとともに、活
力ある地域づくりを目指す拠点として、各種事業を展開していきます。
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No. 事業名 目的・内容 時期・回数 　対象・人数 予算額

○地域で取り組む高齢者講座
時期未定

　２回

平岡地区の60
歳以上の方40
人

0

○防災に関する講座(危機管理課と
共催)

12月2日
平岡地区の市
民

20

○初級パソコン講座(スマホ講座)
時期未定

　1回

市 内 在 住 ・ 在
勤の65歳以上
の方20人

0

○登録サークル等を講師とした講
座

時期未定
　1回

未定 3

13 わくわく女性倶楽部
女性としての教養を高めるために

身近な問題を学習し、地域のネット
ワークづくりを目指します。

5月～1月
8回

平岡地区の
成人女性
30人

38

14 国際理解セミナー
国際化が進むなかで、世界各国

の現状を学習し、国際理解を深め
ます。

10月～2月
5回

市 内 在 住 ・ 在
勤一般成人
30人

62

15 男性のための料理教室

料理をしたことのない男性を対象
に、調理実習を行い、健康維持の
ための知識を深め、食事や健康へ
の関心を高めてもらうために行いま
す。

１０月
1回

平岡地区の成
人男性
２０人

0

16
ひらおかハッピータイム
(地域交流事業)

世代間の交流を図るための事業
を実施します。

8月
１回

子どもから
大人まで
 30人

0

17
ひらおかシニアセミナー（高
齢者教室）

６０歳以上の高齢者を対象に健康
で楽しく長生きできる学習の場と
し、また参加者相互の交流の場とし
ます。

5月～2月
9回

平岡地区の60
歳以上の方
50人

54

18
平岡公民館文化・スポーツ
まつり

地域の優れた芸術に親しみ教養
を高め、公民館利用者の学習成果
の発表の場とするとともに、エンジョ
イスポーツまつりとの一体化により、
世代を超えた地域住民の楽しい総
合交流の場とします。

11月3日
11月4日
（２日間）

市民 422

19 ロビー展示
各種団体等の発表の場とするとと

もに、芸術・文化に対する理解を深
めます。

通年
各種団体
市内小中学校

0

計 740

12 公民館地域連携推進事業

継続した学習活動を行うことによって、地域のまちづくり活動へ発展させ
ていくための仕組みを作ります。各地区の拠点施設である公民館の持つ地
域連携の機能を生かし、幅広い年代向けの講座を実施していきます。

39



40 

議題（２）平成３０年度公民館運営審議会の年間計画について 

 

回 日 時  内     容  会 場  

１ 5月17日㈭  平成29年度市民会館・公民館の主催事業実施結果（報告） 

平成30年度市民会館・公民館の主催事業計画について  

平成30年度公民館運営審議会の年間計画について  

市民会館  

２ 7月17日㈫  

 

公民館事業の取組状況について①  

平成31年袖ケ浦市成人式について  

地区住民会議平成29年度事業報告及び平成30年度事業計

画について（報告）  

市民会館  

３ 10月18日㈭  公民館事業の取組状況について② 

市民会館・公民館まつりについて  

長浦公民館  

４ 12月  公民館事業の取組状況について③  

市民会館・公民館まつり実施結果について  

成人式の取組状況について（報告）  

千葉県公民館研究大会について（報告）  

市民会館  

５ 2月8日㈮  平成30年度市民会館・公民館の運営及び事業の成果と課題

について  

平成31年度市民会館・公民館経営方針について 

平成31年袖ケ浦市成人式実施結果（報告）  

根形公民館  

 

◇５月  君津地方公民館運営審議会委員連絡協議会理事会・総会（市民会館） 

◇７月７日（土）袖ケ浦市青少年健全育成推進大会（市民会館） 

◇１１月３日（土）～４日（日）市民会館まつり・公民館まつり（根形・平岡） 

◇１１月１０日（土）～１１日（日）公民館まつり（平川・長浦） 

◇１１月１４日（水）千葉県公民館研究大会（船橋市民文化ホール） 

◇ １月１３日（日）袖ケ浦市成人式 

◇ １月  君公連・公運審連合同研修会 
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議題（３）その他 

 

１ 市民会館・公民館まつりの日程について 

１１月 ３日（土）・ ４日（日） 市民会館・根形公民館・平岡公民館 

１１月１０日（土）・１１日（日） 平川公民館・長浦公民館 

 

２ 成人式の日程（案）について 

平成３１年１月１３日（日） 

各会場開式予定時間 

午前１０時３０分 昭和地区、蔵波地区、根形地区、平川地区 

午後 １時３０分 長浦地区 

 

３ 平成３０年度青少年育成袖ケ浦市民会議の理事の選出について 

平成３０年３月１９日付け青育市第５６号にて青少年育成袖ケ浦市民会議会長より、

別紙のとおり理事の推薦について依頼がありました。 

つきましては、公民館運営審議会から理事１名の推薦を行うものです。 

○ 任期：平成３０年４月１日から２年間 

○ 活動内容：理事会（年２回）、青少年健全育成推進大会の運営 

※ 第１回理事会 日時 ６月１日（金）午後３時から 

場所 市役所旧館３階大会議室 

 

４ 平成３０年度青少年健全育成推進大会実行委員の推薦について 

平成３０年３月１９日付け青育市第５７号にて青少年育成袖ケ浦市民会議会長より、

別紙のとおり実行委員の推薦について依頼がありました。 

実行委員会議の開催が４月２４日で審議会の開催前であったため、委員長と相談のう

え早川敦委員を推薦しましたことを報告します。 
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職 名

館 長 溝 口 輝

主 幹 大 野 正 彦

主 任 主 事 馬 渕 貴 裕

主 任 主 事 水 流 拓 馬

職 名

館 長 小 堀 正 雄

副 館 長 佐 久 間 ゆ か り

副 主 幹 君 塚 和 枝

副 主 査 渡 辺 徳 人

主 任 主 事 林 翔 太

職 名

館 長 石 橋 健 彦

副 館 長 花 澤 吉 敬

主 幹 須 田 紀 子

副 主 査 小 川 瑠 美

副 主 査 高 橋 勝 也

職 名

館 長 平 賀 栄 三 郎

副 館 長 濱 崎 雅 仁

主 査 鎗 田 京

副 主 査 木 村 卓 郎

職 名

館 長 在 原 徹

副 館 長 多 田 智 子

主 幹 能 城 秀 喜

主 事 切 替 拳 佑

袖ケ浦市役所　坂戸市場１－１ 社会教育班:62-3743

文化振興班:62-3744

職 名 班　　　　名 備　　　　　考

参 事 小 阪 潤 一 郎

班 長 長 谷 川 操 社 会 教 育 班

主 査 佐 藤 博 幸

副 主 査 前 田 雅 之

主 任 主 事 宮 澤 彩 花 平岡公民館より

主任主事 下 重 敦 也

主 事 髙 橋 は な 新規採用

副 課 長 稲 葉 理 恵 文 化 振 興 班

主 査 田 中 大 介

副 主 査 大 河 原 務

学 芸 員 鎌 田 望 里

副 主 査 簑 島 正 広 再任用

前昭和中学校長

都市建設部土木管理課より

生涯学習課　職員録

郷土博物館より

備　　　　　　　考

市民会館より

氏　　　　名

氏名

備　　　　　　　考

備　　　　　　　考

前平川中学校長

 長浦公民館　蔵波513-１　　62-5713

 根形公民館　下新田1277　　62-6161

 平岡公民館　野里1563-1　　75-6677

根形公民館より

市民健康部市民課より

平成３０年度　市民会館・公民館等　職員録

氏　　　　名

氏　　　　名

氏　　　　名

氏　　　　名

備　　　　　　　考

環境経済部廃棄物対策課より

郷土博物館より

 市民会館　坂戸市場1566　　62-3135

平川公民館  横田115-1　　75-2195

備　　　　　　　考
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